
　

出　

張
・
研　

修

　

主　

な　

事　

柄

入
所・退
所

入
所・退
所

編
集
後
記

編
集
後
記

　

暑
さ
が
厳
し
い
季
節
に
な
り
ま
し

た
が
、
こ
の
時
期
に
な
る
と
や
は
り
熱

中
症
対
策
が
重
要
に
な
り
ま
す
。
自

分
は
大
丈
夫
と
考
え
て
い
る
方
が
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
が
、
何
と
な
く
体
調

が
す
ぐ
れ
ず
、
通
院
し
た
ら
熱
中
症

と
診
断
さ
れ
た
と
い
う
話
を
よ
く
聞

き
ま
す
。
命
に
か
か
わ
る
病
気
と
い
う

認
識
と
日
頃
か
ら
意
識
を
も
っ
て
体

調
管
理
を
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
睡

眠
不
足
に
な
ら
な
い
様
に
し
て
、
水
分

補
給
や
身
体
の
ケ
ア
に
気
を
つ
け
て

暑
い
夏
を
乗
り
切
り
ま
し
ょ
う
。

　

寄　
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１　

月

　

５　

新
年
会

　

19　

防
災
設
備
点
検

　

27　

床
清
掃

２　

月

　

23　

エ
レ
ベ
ー
タ
点
検

　

27　

火
災
避
難
訓
練

３　

月

　

２　

都
自
立
基
盤
整
備
実
地
検
査

　

15　

消
防
設
備
点
検

　

22　

理
事
会
・
評
議
員
会

　

23　

地
震
避
難
訓
練

４　

月

　

17　

全
体
報
告
集
会

　

24　

地
震
避
難
訓
練

５　

月

　

11　

床
清
掃

　

19　

春
季
レ
ク
（
サ
イ
ボ
ク
）

　

21　

空
調
切
替

　

25　

理
事
会
・
評
議
員
会

　

26　

ボ
ー
リ
ン
グ
大
会
（
知
的
）

　

30　

エ
レ
ベ
ー
タ
点
検

６　

月

　

19　

全
体
報
告
集
会

　

22　

火
災
避
難
訓
練

　

27
・
28　

健
康
診
断
（
車
い
す
者
）

１　

月

　

12　

市
長
挨
拶

　

13　

業
務
連
絡
会
（
遠
藤
）

　

17　

新
会
計
移
行
研
修（
遠
藤・
益
本
）

　

19　

八
小
学
校
運
営
協
議
会

設
立
準
備
委
員
会
（
高
橋
）

　

23　

新
会
計
移
行
研
修（
高
橋・
永
井
）

　
　
　

決
算
実
務
研
修
（
益
本
）

　
　
　

就
労
ネ
ッ
ト
（
高
橋･

利
根
川
）

　

25　

決
算
実
務
研
修
（
益
本
）

　

30　

都
相
談
支
援
従
事
者
２
日
研
修

（
稲
積　

31
日
迄
）

２　

月

　

１　

東
社
協
総
会
（
高
橋
）

　

６　

災
害
防
止
講
習
会
（
高
橋
）

　

10　

業
務
連
絡
会
（
遠
藤
）

　

14　

決
算
実
務
研
修
（
益
本
）

　

18　

大
南
フ
ァ
ミ
リ
ー
ク
リ
ニ
ッ
ク

　
　
　

開
所
式
（
高
橋
）

　

20　

サ
ビ
管
責
任
者
研
修
（
藤
澤
）

　

22　

地
域
災
害
活
動
総
合
連
絡
会

（
遠
藤
）

　

23　

就
労
ネ
ッ
ト
（
高
橋･

利
根
川
）

　

24　

ゼ
ン
コ
ロ
理
事
会
（
高
橋
）

３　

月

　

１　

震
災
対
策
講
習
会

（
高
橋
・
遠
藤
・
押
川
・
戸
村
）

　

３　

八
小
学
校
運
営
協
議
会

設
立
準
備
委
員
会
（
高
橋
）

　

６　

サ
ビ
管
責
任
者
研
修

（
藤
澤
７
日
迄
）

　

９　

市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
運
営
協
議
会

（
小
室
）

　
　
　

業
務
連
絡
会
（
遠
藤
）

　

10　

東
社
協
利
用
者
支
援
研
究
会

（
小
室
）

　

19　

都
障
害
者
虐
待
防
止
・
権
利

　
　
　

擁
護
研
修

（
高
橋
・
永
井
・
熊
谷
・
遠
藤
・
大
滝
）

　

21　

都
報
酬
改
定
説
明
会
（
高
橋
）

　

26　

就
労
ネ
ッ
ト
（
高
橋･

利
根
川
）

　

30　

ゼ
ン
コ
ロ
理
事
会
・
総
会（

高
橋
）

４　

月

　

13　

東
コ
ロ
報
酬
研
修

（
大
滝
・
中
見
川
・
戸
村
）

　

18　

八
小
学
校
運
営
協
議
会（

高
橋
）

　

19　

ゼ
ン
コ
ロ
運
営
委
員
会

（
高
橋　

21
日
迄
）

　

26　

就
労
ネ
ッ
ト
（
高
橋･

利
根
川
）

５　

月

　

11　

業
務
連
絡
会
（
遠
藤
）

　

17　

八
小
学
校
運
営
協
議
会（

高
橋
）

　

25　

就
労
ネ
ッ
ト
（
高
橋･

利
根
川
）

　

31　

ゼ
ン
コ
ロ
理
事
会
・
総
会（

高
橋
）

６　

月

　

１　

ゼ
ン
コ
ロ
総
会
（
高
橋
）

　

８　

上
野
工
業
（
高
橋
・
山
本
）

　
　
　

業
務
連
絡
会
（
遠
藤
）

　

13　

ゼ
ン
コ
ロ
運
営
委
員
会

（
高
橋　

14
日
迄
）

　

15　

旅
行
下
見
（
押
川
・
藤
澤
）

　

20　

就
労
ネ
ッ
ト
（
高
橋･

利
根
川
）

　

21　

八
小
学
校
運
営
協
議
会（

高
橋
）

　

22　

雇
用
主
研
修
会
（
高
橋
）

　

27　

マ
ー
レ
フ
ィ
ル
タ
ー
シ
ス
テ
ム
ズ

（
鈴
木
・
高
橋
・
山
本
）

　

29　

精
神
授
産
連
（
遠
藤
）

　
　

訃　

報

　

印
刷
部
製
本
係
の
中
泉
き
み
子

さ
ん
が
４
月
24
日
お
亡
く
な
り
に
な

り
ま
し
た
。中
泉
さ
ん
は
勤
続
25
年

の
長
き
に
渡
り
あ
か
つ
き
コ
ロ
ニ
ー
の

発
展
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。謹
ん
で

ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

■
入
所

　

２
月　

松
村　

英
明（
就
労
移
行
部
）

　

４
月　

榎
本　

裕
太
、
鈴
木　

智
大

　
　
　
　

青
木　

志
穂
、
川
口　

哲
平

　
　
　
　
　

（
以
上
４
名
就
労
移
行
部
）

　
　
　
　

小
俣　

俊
弥（
就
労
移
行
部
）

　
　
　
　

米
倉　

正
人（
ま
ど
か
）

　

５
月　

高
橋　

一
也（
ま
ど
か
）

　
　
　
　

五
十
嵐
秀
人（
就
労
移
行
）

　

６
月　

稲
場　

和
枝（
と
ら
い
）

　

７
月　

井
出　

幸
司（
作
業
一
課
）

■
退
所

　

３
月　

片
川　

泰
信（
就
労
移
行
部
）

　
　
　
　

郡
山　

貴
好（
ま
ど
か
）

　
　
　
　

加
藤　
　

忍（
印
刷
）

　
　
　
　

村
尾
ル
リ
子（
瑞
穂
就
労
）

　

４
月　

三
戸
亜
希
子（
就
労
移
行
）

　

５
月　

加
藤　
　

誠（
瑞
穂
就
労
）

　

６
月　

田
川　

優
子（
ま
ど
か
）

　
　
　
　

青
木　
　

涼（
就
労
移
行
部
）

10

所沢ゆり園
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新人紹介新人紹介

みなさん
　よろしくお願い
　　　　 しま～す！！

■７月１日より作業部一課に
入りました。物を作ったりす
ることが好きなので、エレメ
ント作業をがんばります。
　よろしくお願いします。

作業部一課　井出幸司

■高校の時にマネージャーを
やってたのと絵を描くのが
好きなので人の笑顔が見れ
るような仕事が出来るよう
にがんばりたいです。
　よろしくお願いします。

就労移行　青木志穂

■５月21日からセルプあかつ
きにおせわになる五十嵐秀
人です。高校の時に生徒会
役員をやっていました。みな
さんのおやくにたてたらと
思っています。
就労移行　五十嵐秀人

■私が入所したきっかけは、前の職場で突然の契約不
可で自信を失っていたところ、支援センターの方か
らあかつきコロニーを進められたからです。今度就
職したら職場で精一杯活躍するためにも、利用者の
方達とコミュニケーションを育みながら努力してい
きたいと思います。みなさんよろしくお願いします。

就労移行　松村英明

■僕は、セルプあかつきに入っ
てもう３ヶ月たとうとしてい
ます。自分にとっては、まだま
だ分らないところもあります
けれどセルプの皆様が助け
てくれるので、助かってます。

就労移行　鈴木智大

■４月から入社しました。いっ
しょうけんめいがんばります。

就労移行　川口哲平

■今年の４月から就労移行支援セル
プあかつきで仕事をする、榎本裕
太です。一般就労にむけて頑張り
たい事はセルプあかつきの仕事を
早く覚えて企業に行きたいと思っ
てますので宜しくお願いします。

就労移行　榎本裕太

■５月１日付けで入職した高
橋です。

　釣りや温泉などが趣味です。
どうぞよろしくお願いします。

まどか　高橋一也

■4月よりセルプあかつきにて
働かせて頂いています小俣
俊弥と言います。

　毎日笑顔であいさつをモット
ーに頑張っています。
　皆さんよろしくお願いします。

就労移行　小俣俊弥

■六月一日より勤務しています稲場和枝
です。覚えることが沢山あるなかで
日々頭をフル回転させながら一つず
つ身に付けていきたいと思います。皆
様には何かとご迷惑をおかけするか
と思いますがよろしくお願い致します。

とらい　稲場和枝

■４月よりまどかで働いていま
す米倉と申します。
　福祉は初めてなので戸惑う
毎日ですが、精進できるよう
頑張ります。

まどか　米倉正人

行
事
委
員　

笹
目　

信
一

　

毎
年
恒
例
と
な
っ
て
い
ま
す
、
春
季
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
で
昨
年
同
様
に
サ
イ
ボ
ク
ハ
ム
に
５
月
19
日

（
土
曜
日
）に
行
き
、
一
日
楽
し
ん
で
き
ま
し
た
。天
候

も
昨
年
同
様
に
晴
れ
て
暑
い
く
ら
い
の
陽
気
で
し
た
。

今
年
も
多
く
の
方
々
に
参
加
し
て
も
ら
い
、
総
勢
79

名
で
行
っ
て
き
ま
し
た
。場
所
は
、埼
玉
県
の
日
高
市

で
緑
に
囲
ま
れ
た
自
然
豊
か
な
よ
い
場
所
で
す
。レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
メ
イ
ン
は
、
サ
イ
ボ
ク
レ
ス
ト
ラ

ン
で
の
焼
肉
に
な
り
ま
す
。今
年
は
、
焼
肉
と
野
菜
、

ご
飯
・
焼
き
そ
ば
と
言
っ
た
ボ
リ
ュ
ー
ム
た
っ
ぷ
り

の
食
事
で
し
た
。各
テ
ー
ブ
ル
手
際
よ
く
お
肉
や
野

菜
を
焼
い
て
食
べ
、
次
に
焼
き
そ
ば
を
作
り
美
味
し

く
頂
き
ま
し
た
。食
後
は
、
各
自
、
買
い
物
や
ア
イ
ス

ク
リ
ー
ム
な
ど
を
食
べ
る
な
ど
自
由
な
時
間
を
過
ご

し
ま
し
た
。レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
良
さ
は
、
普
段
と

は
違
い
、
職
場
を
離
れ
日
頃
あ
ま
り
交
流
出
来
な
い

方
々
な
ど
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
取
れ
る
こ
と

で
す
。み
な
さ
ん

良
い
思
い
出
を

作
る
事
が
出
来

た
と
思
い
ま
す
。

事
故
も
な
く
計

画
通
り
に
進
め

る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。来
年
の

春
季
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
が
楽

し
み
で
す
。
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●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

平
成
24
年
度
事
業
計
画

平
成
24
年
度
事
業
計
画

●
福
祉
事
業
活
動

　

あ
か
つ
き
コ
ロ
ニ
ー
も
今
年
で
創

立
44
年
目
を
迎
え
る
。
結
核
回
復
者

の
働
く
場
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
当

法
人
も
昭
和
の
時
代
は
身
体
障
害
者

の
施
設
と
し
て
長
く
運
営
し
て
き
た

が
、
平
成
に
入
り
精
神
障
害
者
や
知

的
障
害
者
の
施
設
と
し
て
の
分
野
も

広
が
り
、
現
在
１
２
０
名
程
の
利
用

者
が
通
い
、
障
害
種
別
も
三
障
害
同

比
率
の
構
成
と
な
っ
て
い
る
。
長
い

歴
史
を
持
て
ば
や
は
り
建
物
の
老
朽

が
進
む
こ
と
は
致
し
方
な
く
、
そ
ろ

そ
ろ
建
て
替
え
を
視
野
に
入
れ
た
法

人
経
営
が
必
要
で
、
如
何
に
資
金
を

蓄
え
て
い
く
か
が
今
後
の
大
き
な
課

題
で
、
今
年
度
は
そ
の
第
一
歩
と
位

置
付
け
て
い
る
。

　

就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
あ
か
つ
き
授

産
所
に
お
い
て
現
員
数
が
38
名
と
な

る
た
め
定
員
を
現
在
の
30
名
か
ら
40

名
に
増
や
す
。
あ
か
つ
き
授
産
所
は

就
労
移
行
支
援
セ
ル
プ
あ
か
つ
き
の

就
職
で
き
な
か
っ
た
利
用
者
の
受
け

皿
と
し
て
の
役
割
を
持
ち
少
し
ず
つ

現
員
数
が
増
え
て
い
る
。

　

一
方
ス
ペ
ー
ス
・
ま
ど
か
に
お
い

て
も
就
労
移
行
10
名
、
就
労
継
続
Ｂ

型
20
名
の
計
30
名
定
員
で
一
年
間
行

っ
て
き
た
が
、
就
職
等
で
就
労
移
行

支
援
現
員
数
が
減
り
Ｂ
型
利
用
者
が

増
え
て
き
た
こ
と
も
あ
り
、
実
態
に

合
わ
せ
就
労
移
行
６
名
、
就
労
継
続

Ｂ
型
24
名
、
計
30
名
定
員
に
変
更
す

る
。

　

上
記
二
施
設
と
も
３
月
中
に
定
員

変
更
申
請
を
済
ま
せ
４
月
か
ら
の
変

更
と
な
っ
た
。

　

ス
ペ
ー
ス
・
ま
ど
か
は
精
神
障
害

者
に
絞
っ
た
支
援
を
行
っ
て
い
る
が

障
害
特
性
上
出
勤
率
が
低
く
今
年
度

も
事
業
運
営
安
定
化
補
助
を
受
け
ざ

る
を
得
な
い
状
態
が
続
く
見
込
み
だ

が
、
事
業
運
営
安
定
化
補
助
も
24
年

度
ま
で
で
終
了
す
る
可
能
性
も
あ

り
、
事
業
運
営
安
定
化
補
助
を
受
け

ず
に
運
営
が
で
き
る
状
態
に
早
急
に

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　

就
労
移
行
支
援
セ
ル
プ
あ
か
つ
き

も
従
来
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
継
続
し
一

人
で
も
多
く
就
職
者
を
出
す
努
力
を

し
て
い
く
。

　

昨
年
耐
震
診
断
を
東
京
都
の
補
助

を
受
け
て
実
施
し
た
。
対
象
建
物
は

本
館
（
４
階
建
昭
和
52
年
竣
工
）
と

作
業
棟（
３
階
建
昭
和
49
年
竣
工
）で
、

結
果
は
両
棟
と
も
耐
震
性
に
疑
問
あ

り
だ
っ
た
。
そ
の
後
耐
震
補
強
工
事

に
向
け
て
準
備
を
進
め
て
き
た
が
、

補
強
工
事
に
か
か
る
見
積
り
が
４
５

０
０
万
円
と
出
て
い
る
。
今
後
東
京

都
補
助
金
の
申
請
や
借
入
れ
（
福
祉

医
療
機
構
）
を
検
討
し
て
い
く
が
、

金
額
が
大
き
い
だ
け
に
自
己
負
担
額

や
償
還
金
額
等
ど
の
程
度
に
な
る
か

が
課
題
で
あ
る
。
今
年
度
実
施
で
き

る
か
現
段
階
は
未
定
だ
が
各
方
面
と

相
談
し
な
が
ら
検
討
し
て
い
く
。

　

今
年
度
は
第
三
者
評
価
を
全
施
設

で
実
施
し
て
い
く
。
前
年
度
は
実
施

し
な
か
っ
た
の
で
２
年
ぶ
り
の
実
施

と
な
る
が
、
評
価
シ
ー
ト
も
昨
年
か

ら
障
害
者
自
立
支
援
法
の
施
設
体
系

に
沿
っ
た
内
容
に
な
っ
て
い
る
。
瑞

穂
町
福
祉
作
業
所
さ
く
ら
は
初
め
て

の
第
三
者
評
価
実
施
と
な
る
。

　

社
会
福
祉
法
人
新
会
計
へ
の
移
行

を
平
成
25
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
け

る
よ
う
研
究
と
準
備
を
進
め
て
い
く
。

●
就
労
支
援
事
業
活
動

　

事
業
関
係
で
は
今
年
度
も
非
常
に

厳
し
い
状
況
は
否
め
な
い
。
オ
イ
ル

エ
レ
メ
ン
ト
事
業
は
自
動
車
部
品
の

た
め
円
高
等
で
今
年
度
も
厳
し
い
状

況
が
続
く
と
思
わ
れ
る
。
電
気
自
動

車
の
普
及
も
気
に
な
る
が
中
期
的
に

は
ま
だ
需
要
も
あ
り
業
界
の
動
向
に

注
視
し
て
い
く
。
受
け
た
仕
事
は
丁

寧
な
仕
事
を
心
掛
け
、
納
期
を
し
っ

か
り
守
っ
て
取
り
組
み
、
工
賃
を
上

げ
ら
れ
る
よ
う
努
力
し
て
い
く
。

　

ウ
エ
ス
事
業
も
大
口
の
取
引
先
の

倒
産
等
で
売
上
げ
に
影
響
を
及
ぼ
し

収
益
が
落
ち
て
い
る
。
４
月
か
ら
利

用
者
数
が
増
え
る
た
め
仕
事
の
確
保

が
必
要
と
な
る
。
今
年
度
か
ら
職
員

配
置
を
増
や
し
納
品
業
務
を
担
う
こ

と
に
な
る
一
方
、
統
括
営
業
部
と
協

力
し
新
規
開
拓
と
作
業
の
効
率
化
を

は
か
る
こ
と
で
売
上
と
加
工
高
を
上

げ
る
こ
と
を
目
指
し
、
工
賃
を
上
げ

て
い
け
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
く
。

　

印
刷
事
業
は
市
場
の
縮
小
と
長
期

に
及
ぶ
不
況
も
重
な
り
非
常
に
厳
し

い
状
況
に
あ
る
。
特
に
デ
フ
レ
に
よ

る
価
格
の
低
下
で
売
上
げ
が
落
ち
込

む
一
方
、
材
料
費
や
消
耗
品
等
の
価

格
上
昇
で
収
支
バ
ラ
ン
ス
が
取
れ
な

く
な
っ
て
い
る
。
昨
年
下
半
期
に
２

名
の
人
員
の
削
減
を
行
っ
た
と
こ
ろ

だ
が
、
何
と
か
収
支
バ
ラ
ン
ス
が
と

れ
る
よ
う
努
力
し
て
い
く
。

　

昨
年
か
ら
始
ま
っ
た
武
蔵
村
山
市

と
の
委
託
契
約
に
よ
る
紙
お
む
つ
給

付
事
業
も
継
続
し
て
行
っ
て
い
く
。

就
労
移
行
支
援
の
作
業
種
目
と
し
て

行
っ
て
お
り
、
利
用
者
の
ス
キ
ル
向

上
に
も
繋
が
っ
て
い
る
。

　

そ
の
他
作
業
も
同
様
で
事
業
全
体

が
厳
し
い
状
況
に
置
か
れ
て
い
る
が
、

　

今
年
度
か
ら
新
た
な
工
賃
向
上
計

画
も
始
ま
り
、
少
し
で
も
高
い
工
賃
の

支
給
を
目
指
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

　

ス
ペ
ー
ス
・
ま
ど
か
に
お
い
て
革

細
工
作
業
と
名
刺
印
刷
作
業
を
新
規

事
業
と
し
て
行
っ
て
い
く
。
東
京
都

障
害
者
自
立
基
盤
整
備
補
助
に
よ
り

今
年
２
月
に
機
器
の
設
備
が
完
了
し

て
い
る
。
ス
ペ
ー
ス
・
ま
ど
か
で
は

事
業
運
営
安
定
化
補
助
を
受
け
ず
に

事
業
運
営
が
出
来
る
様
、
体
制
を
整

え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
ず
利
用
者

数
を
上
げ
て
い
く
取
り
組
み
が
必
要

で
、
上
記
作
業
は
自
分
の
ペ
ー
ス
で

出
来
る
作
業
と
し
て
精
神
障
害
者
向

き
で
あ
る
。
利
用
者
の
確
保
を
図
る

と
共
に
ス
キ
ル
を
上
げ
て
い
く
訓
練

と
販
売
ル
ー
ト
の
開
拓
等
課
題
は
あ

る
が
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

●
地
域
福
祉

　

昨
年
に
引
き
続
き
武
蔵
村
山
市
障

害
者
就
労
支
援
セ
ン
タ
ー
「
と
ら
い
」

の
受
託
を
続
け
て
い
く
。
今
年
で
４

年
目
に
な
る
が
毎
年
就
職
者
数
で

2
0
名
以
上
出
し
て
お
り
軌
道
に
乗

っ
て
い
る
。
昨
年
1
2
月
に
開
所
し

た
瑞
穂
町
障
害
者
就
労
支
援
セ
ン
タ

ー
と
合
わ
せ
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
や
他

の
支
援
機
関
と
連
携
を
強
化
し
障
害

者
の
就
労
支
援
を
進
め
て
い
く
。

　

武
蔵
村
山
市
障
害
程
度
区
分
審
査

会
へ
の
委
員
派
遣
、
武
蔵
村
山
市
自

立
支
援
協
議
会
委
員
の
派
遣
も
継
続

し
て
行
っ
て
い
く
。
ま
た
市
内
の
福

祉
作
業
所
や
関
係
団
体
と
連
携
を
は

か
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
を
推
進
し
、

地
域
の
一
層
の
就
労
支
援
の
向
上
を

図
っ
て
い
く
。

　

４
月
よ
り
相
談
支
援
の
強
化
が
は

か
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、
福
祉
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
す
る
全
て
の
障
害
者
に

サ
ー
ビ
ス
等
利
用
計
画
の
作
成
が
必

要
と
な
る
。
サ
ー
ビ
ス
等
利
用
計
画

を
作
成
す
る
に
は
指
定
特
定
相
談
支

援
事
業
者
の
指
定
を
市
よ
り
受
け
る

必
要
が
あ
り
早
急
に
検
討
し
て
い
く
。
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東
日
本
大
震
災

　

被
災
地
職
員
派
遣
報
告

東
日
本
大
震
災

　

被
災
地
職
員
派
遣
報
告

新
任
職
員
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修

　
　

瑞
穂
町
福
祉
作
業
所
さ
く
ら

　

竹
内　

祐
治

　

平
成
23
年
度
か
ら
三
回
に
渡
り
行

わ
れ
た
研
修
に
つ
い
て
報
告
し
ま

す
。
入
職
し
て
一
年
目
の
職
員
を
対

象
と
し
た
研
修
で
、
三
回
の
研
修
を

通
し
「
利
用
者
さ
ん
の
立
場
に
た
っ

て
（
利
用
者
主
体
）
支
援
を
行
う
」

事
を
テ
ー
マ
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
今

回
は
、
グ
ル
ー
プ
の
目
標
で
「
職
員

都
合
で
ル
ー
ル
は
決
め
な
い
利
用
者

主
体
で
支
援
を
行
う
」
と
掲
げ
た
目

標
を
振
り
返
り
各
個
人
で
出
来
た

事
、
出
来
な
か
っ
た
事
を
発
表
し
ま

し
た
。

　

出
来
た
事
、
利
用
者
を
敬
う
気
持

ち
が
増
し
利
用
者
に
安
心
感
や
信
頼

関
係
を
築
く
事
が
出
来
た
。
逆
に
出

来
な
か
っ
た
事
、
職
員
都
合
で
利
用

者
さ
ん
を
待
た
せ
る
事
が
何
度
も
あ

っ
た
。
と
言
っ
た
意
見
が
あ
げ
ら
れ

ま
し
た
。
グ
ル
ー
プ
内
の
メ
ン
バ
ー

で
同
じ
形
態
の
施
設
の
方
は
誰
一
人

い
な
か
っ
た
わ
け
で
す
が
、
皆
の
意

見
を
集
約
す
る
と
同
じ
様
な
意
見
が

多
か
っ
た
で
す
。
今
後
こ
の
テ
ー
マ

を
日
常
業
務
の
際
、
思
い
出
し
利
用

者
支
援
に
役
立
て
て
い
き
ま
す
。

　

次
に
「
新
任
職
員
の
ス
テ
ッ
プ
ア

ッ
プ
講
義
」
が
あ
り
ま
し
た
。
講
師

が
綿　

祐
二
氏
で
文
教
学
院
大
学
人

間
学
部
人
間
福
祉
学
科
教
授
、
更
に

社
会
福
祉
法
人
睦
月
会
理
事
長
の
肩

書
が
あ
る
講
師
で
す
。
我
々
一
般
人

が
近
寄
り
が
た
い
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り

ま
す
が
実
際
は
若
々
し
く
お
し
ゃ
れ

で
紳
士
な
講
師
で
し
た
。
綿
氏
自
身

も
身
内
で
自
分
以
外
全
員
障
が
い
者

で
身
近
で
生
活
を
し
て
い
た
と
の
事

で
言
葉
一
つ
一
つ
に
重
み
が
あ
り
、

自
分
だ
け
障
が
い
な
く
生
ま
れ
た
の

は
奇
跡
で
毎
日
周
り
の
人
に
感
謝
し

な
が
ら
生
き
て
い
る
と
お
っ
し
ゃ
っ

て
い
ま
し
た
。

　

講
義
中
何
度
も
障
が
い
者
も
同
じ

人
間
で
あ
っ
て
た
ま
た
ま
障
が
い
が

あ
っ
た
だ
け
の
事
だ
と
わ
れ
わ
れ
に

訴
え
て
い
ま
し
た
。
ま
た
障
が
い
者

と
は
社
会
生
活
を
お
く
る
事
が
困
難

な
方
で
あ
り
わ
れ
わ
れ
施
設
職
員
は

す
べ
て
の
利
用
者
に
対
し
て
尊
厳
あ

る
ケ
ア
を
す
る
事
が
職
員
と
し
て
絶

対
的
使
命
だ
と
あ
り
ま
し
た
。
尊
厳

あ
る
ケ
ア
や
利
用
者
の
多
様
な
ニ
ー

ズ
に
呼
応
す
る
に
は
各
施
設
で
し
っ

か
り
と
し
た
施
設
方
針
と
職
員
間
の

連
携
や
意
識
の
確
認
を
行
っ
て
い
く

事
が
重
要
と
言
わ
れ
終
了
し
ま
し

た
。

　

三
回
の
研
修
は
間
違
い
な
く
自
分

を
高
め
る
良
い
研
修
で
し
た
。
今
後

も
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
で
き
る
研
修
は

積
極
的
に
参
加
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

鈴木理事長から藤野武蔵村山市長
へ

●
地
域
福
祉

　

昨
年
に
引
き
続
き
武
蔵
村
山
市
障

害
者
就
労
支
援
セ
ン
タ
ー
「
と
ら
い
」

の
受
託
を
続
け
て
い
く
。
今
年
で
４

年
目
に
な
る
が
毎
年
就
職
者
数
で
20

名
以
上
出
し
て
お
り
軌
道
に
乗
っ
て

い
る
。
昨
年
12
月
に
開
所
し
た
瑞
穂

町
障
害
者
就
労
支
援
セ
ン
タ
ー
と
合

わ
せ
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
や
他
の
支
援

機
関
と
連
携
を
強
化
し
障
害
者
の
就

労
支
援
を
進
め
て
い
く
。

　

武
蔵
村
山
市
障
害
程
度
区
分
審
査

会
へ
の
委
員
派
遣
、
武
蔵
村
山
市
自

立
支
援
協
議
会
委
員
の
派
遣
も
継
続

し
て
行
っ
て
い
く
。
ま
た
市
内
の
福

祉
作
業
所
や
関
係
団
体
と
連
携
を
は

か
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
を
推
進
し
、

地
域
の
一
層
の
就
労
支
援
の
向
上
を

図
っ
て
い
く
。

　

４
月
よ
り
相
談
支
援
の
強
化
が
は

か
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、
福
祉
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
す
る
全
て
の
障
害
者
に

サ
ー
ビ
ス
等
利
用
計
画
の
作
成
が
必

要
と
な
る
。
サ
ー
ビ
ス
等
利
用
計
画

を
作
成
す
る
に
は
指
定
特
定
相
談
支

援
事
業
者
の
指
定
を
市
よ
り
受
け
る

必
要
が
あ
り
早
急
に
検
討
し
て
い
く
。

サ
ー
ビ
ス
管
理
者　

大
滝　

実

　

４
月
１
日
よ
り
法
人
か
ら
人
事
異
動
で
さ
く
ら
に

来
て
か
ら
早
い
も
の
で
、
も
う
３
ヶ
月
が
経
過
し
ま

し
た
。
法
人
施
設
と
は
違
っ
た
雰
囲
気
の
中
、
初
め

に
思
っ
た
事
は
ご
利
用
者
・
職
員
共
「
元
気
」
と
い

う
印
象
を
受
け
ま
し
た
。
就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
に
所

属
す
る
の
は
４
年
振
り
で
ま
た
自
分
が
未
熟
な
為
、

皆
様
に
は
ご
迷
惑
を
お
掛
け
致
し
て
お
り
ま
す
。
し

か
し
、
毎
日
新
鮮
で
充
実
し
て
お
り
早
く
皆
さ
ん
と

馴
染
ん
で
い
け
た
ら
い
い
な
と
思
い
ま
す
。

　

早
速
で
す
が
瑞
穂
町
福
祉
作
業
所
さ
く
ら
の
近

況
報
告
を
致
し
ま
す
。
現
在
、
30
名
定
員
で
25
名
の

方
が
在
籍
し
て
お
り
、
施
設
内
・
外
の
作
業
に
従
事

し
日
々
、
忙
し
く
過
ご
し
て
お
り
ま
す
。
６
月
よ
り

新
規
作
業
と
し
て
菓
子
箱
折
を
受
託
し
、
ご
利
用
者

の
方
へ
作
業
提
供
し
て
お
り
ま
す
。
箱
の
表
面
に
は

ス
カ
イ
ツ
リ
ー
が
載
っ
て
お
り
、
会
話
の
中
で
「
行

っ
て
み
た
い
〜
！
」
と
元
気
に
日
帰
旅
行
先
と
し
て

希
望
を
出
す
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

　

行
事
で
は
５
月
に
「
春
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
」

と
し
て
智
高
山
公
園
こ
ど
も
動
物
園
・
サ
イ
ボ
ク
ハ

ム
に
行
き
ま
し
た
。
１
０
０
種
類
以
上
飼
育
さ
れ
て

お
り
、
小
規
模
な
が
ら
も
温
か
み
の
あ
る
動
物
園
で

し
た
。
サ
ル
に
餌
や
り
も
出
来
、
可
愛
い
子
猿
の
食

べ
る
様
子
は
と
て
も
愛
ら
し
い
光
景
で
癒
さ
れ
ま
し

瑞
穂
町
福
祉
作
業
所

　
　

さ
く
ら
近
況
報
告

た
。
ふ
れ
あ
い
広
場
も
あ
り
体
験
し
た
所
、
少
し
怖

が
っ
て
い
た
方
も
手
の
中
で
眠
っ
て
し
ま
う
ヒ
ヨ
コ

の
姿
を
見
て
、
優
し
く
撫
で
笑
み
を
浮
か
べ
て
い
ま

し
た
。
サ
イ
ボ
ク
ハ
ム
で
は
鉄
板
焼
を
食
べ
ま
し
た

が
、
普
段
料
理
を
し
な
い
一
部
の
男
性
職
員
の
手
際

に
ご
利
用
者
か
ら
料
理
指
導
を
受
け
悪
戦
苦
闘
し

て
焼
き
そ
ば
を
作
り
和
気
あ
い
あ
い
と
過
ご
し
ま
し

た
。
６
月
に
は
福
祉
運
動
会
に
出
席
し
沢
山
の
競
技

に
参
加
し
ま
し
た
。
競
技
中
助
け
合
う
場
面
や
仲
間

が
頑
張
っ
て
い
る
姿
に
大
声
を
上
げ
精
一
杯
、
応
援

す
る
姿
に
は
大
変
感
動
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
ご
利
用
者
の
方
々
の
元
気
な
様
子

を
皆
様
に
お
届
け
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

平
成
2
4
年
度
あ
か
つ
き
コ
ロ
ニ
ー
資
金
収
支
予
算
書

（
単
位
：
千
円
）

勘
　
　
定
　
　
科
　
　
目

合
　
計

本
　
部

セ
ル
プ
あ
か
つ
き

（
就
労
移
行
）

あ
か
つ
き
作
業
所

（
就
労
継
続
Ａ
）

あ
か
つ
き
授
産
所

（
就
労
継
続
Ｂ
）

ス
ペ
ー
ス
ま
ど
か

（
就
労
移
行
）

（
就
労
継
続
Ｂ
）

瑞
穂
町
福
祉
作
業
所

さ
く
ら

（
就
労
継
続
Ｂ
）

武
蔵
村
山
市
障
害
者

就
労
支
援
セ
ン
タ
ー

と
ら
い

瑞
穂
町
障
害
者

就
労
支
援
セ
ン
タ
ー

支収るよに動活業事援支労就

入　　収

印
刷
事
業
収
入

95
,40
0

88
,40
0

7,0
00

第
一
課
事
業
収
入

15
,50
0

10
,00
0

5,5
00

第
二
課
事
業
収
入

11
,00
0

11
,00
0

給
食
事
業
収
入

8,2
00

8,2
00

紙
オ
ム
ツ
事
業
収
入

18
,00
0

18
,00
0

そ
の
他
事
業
収
入（
武
蔵
村
山
）

4,7
00

20
0

4,5
00

さ
く
ら
作
業
部
事
業
収
入

4,8
00

4,8
00

就
労
支
援
事
業
収
入
計

15
7,
60
0

0
18
,2
00

96
,6
00

28
,0
00

10
,0
00

4,
80
0

0
0

出支
就
労
支
援
事
業
支
出

15
7,6
00

18
,20
0

96
,60
0

28
,00
0

10
,00
0

4,8
00

0
0

就
労
支
援
事
業
支
出
計

15
7,
60
0

0
18
,2
00

96
,6
00

28
,0
00

10
,0
00

4,
80
0

0
0

就
労
支
援
事
業
活
動
資
金
収
支
差
額

0
0

0
0

0
0

0
0

0

支収るよに動活業事祉福

入　　　　　　収

更
生
訓
練
費
・
通
所
交
通
費
収
入

37
0

0
13
0

0
24
0

0
0

0
0

管
理
費
収
入

38
,62
7

0
0

0
0

0
8,6
46

16
,25
6

13
,72
5

自
立
支
援
費
収
入

18
5,3
85

0
35
,00
0

16
,30
0

54
,60
0

40
,00
0

39
,48
5

0
0

利
用
者
負
担
金
収
入

3,3
00

0
85
0

38
0

1,1
80

89
0

0
0

0
経
常
経
費
補
助
金
収
入

27
,34
2

0
5,8
00

5,1
42

8,8
00

7,6
00

0
0

0
寄
付
金
収
入

43
0

30
0

10
0

10
0

10
10

0
0

借
入
金
利
息
補
助
金
収
入

13
0

13
0

0
0

0
0

0
0

0
雑
収
入

83
0

60
0

10
10
0

10
0

10
10

0
0

受
取
利
息
配
当
金
収
入

24
1

10
1

1
10

1
0

0
経
理
区
分
間
繰
入
金
収
入

5,0
00

5,0
00

0
0

0
0

0
0

0
福
祉
事
業
収
入
計

26
1,
43
8

6,
03
1

41
,8
10

21
,9
23

65
,0
21

48
,5
20

48
,1
52

16
,2
56

13
,7
25

出　　支

人
件
費
支
出

20
2,6
60

1,3
12

31
,84
0

16
,95
0

49
,48
0

39
,51
0

37
,23
5

14
,01
8

12
,31
5

事
務
費
支
出

30
,83
2

63
9

4,4
95

2,9
48

7,7
60

3,9
35

7,4
07

2,2
38

1,4
10

事
業
費
支
出

18
,86
6

4,5
75

1,6
25

6,2
81

3,8
75

2,5
10

借
入
金
利
息
支
出

13
0

13
0

0
0

0
0

経
理
区
分
間
繰
入
金
支
出

5,0
00

90
0

40
0

1,5
00

1,2
00

1,0
00

福
祉
事
業
支
出
計

25
7,
48
8

2,
08
1

41
,8
10

21
,9
23

65
,0
21

48
,5
20

48
,1
52

16
,2
56

13
,7
25

福
祉
事
業
活
動
資
金
収
支
差
額

3,
95
0

3,
95
0

0
0

0
0

0
0

0

支収等備整設施
入収
施
設
整
備
等
補
助
金
収
入

0
0

0
0

0
0

0
0

0
施
設
整
備
等
収
入
計

0
0

0
0

0
0

0
0

0

出支
固
定
資
産
取
得
支
出

0
0

0
0

0
0

0
0

0
施
設
整
備
等
支
出
計

0
0

0
0

0
0

0
0

0
施
設
整
備
等
資
金
収
支
差
額

0
0

0
0

0
0

0
0

0

支収動活務財
入収
積
立
金
預
金
取
崩
収
入

0
0

0
0

0
0

0
0

0
財
務
収
入
計

0
0

0
0

0
0

0
0

0

出支
借
入
金
元
金
償
還
金
支
出

3,9
50

3,9
50

0
0

0
0

0
0

0
財
務
支
出
計

3,
95
0

3,
95
0

0
0

0
0

0
0

0
財
務
活
動
資
金
収
支
差
額

△
 3
,9
50

△
 3
,9
50

0
0

0
0

0
0

0
当
期
資
金
収
支
差
額
合
計

0
0

0
0

0
0

0
0

0
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平
成
23
年
度
事
業
報
告

平
成
23
年
度
事
業
報
告

●
概
要

　

平
成
23
年
度
は
昨
年
３
月
11
日
に

発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
の
直
後
と

い
う
こ
と
も
あ
り
計
画
停
電
対
応
、

就
労
支
援
事
業
の
受
注
減
や
部
材
の

不
足
、
同
時
発
生
し
た
福
島
第
一
原

発
事
故
も
重
な
り
社
会
全
体
が
大
き

な
不
安
の
中
ス
タ
ー
ト
し
た
。
そ
の

後
も
記
録
的
な
円
高
や
タ
イ
の
洪
水

に
よ
る
日
本
企
業
の
被
災
、
バ
ブ
ル

崩
壊
以
降
長
期
に
及
ぶ
デ
フ
レ
等
、

就
労
支
援
事
業
を
行
う
あ
か
つ
き
コ

ロ
ニ
ー
で
は
大
き
な
影
響
を
受
け

た
。

　

一
方
廃
止
が
打
ち
出
さ
れ
て
い
た

障
害
者
自
立
支
援
法
は
今
年
２
月
急

き
ょ
厚
生
労
働
省
か
ら
、
廃
止
せ
ず

現
行
の
障
害
者
自
立
支
援
法
を
更
に

改
正
す
る
こ
と
で
対
応
す
る
と
発
表

さ
れ
今
年
３
月
に
閣
議
決
定
さ
れ

た
。
主
な
改
正
点
は
障
害
の
種
類
に

よ
っ
て
支
援
を
受
け
ら
れ
な
い
「
制

度
の
谷
間
の
障
害
」を
無
く
す
た
め
、

新
た
に
難
病
患
者
も
給
付
対
象
に
含

め
る
と
し
、
名
称
も
障
害
者
自
立
支

援
法
を
改
め「
障
害
者
総
合
支
援
法
」

と
さ
れ
た
。
ま
た
骨
格
提
言
に
お
い

て
求
め
ら
れ
て
い
た
サ
ー
ビ
ス
の
原

則
無
料
は
見
送
ら
れ
、
障
害
程
度
区

分
に
つ
い
て
も
施
行
後
３
年
を
目
途

に
見
直
し
を
検
討
す
る
と
い
う
内
容

で
来
年
４
月
１
日
施
行
と
さ
れ
た
。

　

役
員
人
事
で
は
昨
年
６
月
に
湯
澤

弘
氏
か
ら
鈴
木
賢
一
氏
に
理
事
長
が

代
わ
っ
た
。

●
福
祉
事
業
活
動

　

ス
ペ
ー
ス
・
ま
ど
か
に
お
い
て
障

害
者
自
立
支
援
法
に
よ
る
体
系
移
行

を
昨
年
４
月
１
日
に
実
施
し
、
就
労

移
行
支
援
（
定
員
10
名
）・
就
労
継

続
支
援
Ｂ
型
（
定
員
20
名
）
の
多
機

能
型
と
し
た
。
ス
ペ
ー
ス
・
ま
ど
か

で
は
精
神
障
害
者
通
所
授
産
と
し
て

長
年
行
っ
て
き
た
た
め
、
主
た
る
障

害
種
別
は
精
神
障
害
者
と
し
、
定
員

も
26
名
か
ら
30
名
に
引
き
上
げ
た
。

ス
ペ
ー
ス
・
ま
ど
か
の
体
系
移
行
を

も
っ
て
あ
か
つ
き
コ
ロ
ニ
ー
内
の
施

設
が
全
て
体
系
移
行
を
完
了
し
た
。

　

福
祉
事
業
活
動
全
般
で
は
就
労
継

続
支
援
Ｂ
型
あ
か
つ
き
授
産
所
で
利

用
者
数
が
増
え
収
入
増
が
は
か
ら
れ

た
が
、
就
労
移
行
支
援
セ
ル
プ
あ
か

つ
き
で
は
現
員
数
の
低
下
か
ら
大
幅

な
赤
字
と
な
り
、
就
労
移
行
支
援
・

就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
ス
ペ
ー
ス
・
ま

ど
か
で
は
出
勤
率
の
低
迷
で
事
業
運

営
安
定
化
補
助
を
受
け
何
と
か
凌
い

だ
形
で
あ
り
、
全
体
的
に
は
赤
字
経

営
で
厳
し
い
状
況
だ
っ
た
。

　

法
人
全
体
で
は
当
期
活
動
収
支
差

額
が
２
９
６
万
円
、
経
常
収
支
差
額

7
6
万
円
、
う
ち
就
労
支
援
事
業
活

動
収
支
差
額
が
２
９
５
万
円
で
非
常

に
厳
し
い
状
況
だ
っ
た
。

　

上
記
の
様
に
厳
し
い
状
況
の
中
、

セ
ル
プ
あ
か
つ
き
で
は
一
般
就
職
者

３
名
、
ス
ペ
ー
ス
・
ま
ど
か
で
１
名

出
す
こ
と
が
で
き
た
。

　

東
京
都
に
平
成
23
年
度
社
会
福
祉

施
設
等
耐
震
化
促
進
事
業
（
耐
震
診

断
経
費
）
補
助
金
を
申
請
し
本
館
４

階
建
（
昭
和
52
年
竣
工
）
と
作
業
棟

３
階
建
（
昭
和
49
年
竣
工
）
の
二
棟

に
お
い
て
耐
震
診
断
を
実
施
し
た
。

結
果
は
「
耐
震
性
に
疑
問
あ
り
」
と

い
う
こ
と
に
な
り
耐
震
改
修
工
事
に

向
け
て
検
討
を
始
め
た
。

　

就
労
移
行
支
援
・
就
労
継
続
支
援

Ｂ
型
ス
ペ
ー
ス
・
ま
ど
か
に
お
い
て

平
成
23
年
度
東
京
都
障
害
者
自
立
支

援
基
盤
整
備
事
業
補
助
金
を
申
請
し

革
細
工
作
業
設
備
と
し
て
レ
ー
ザ
ー

加
工
機
一
式
、
ミ
シ
ン
、
皮
漉
き
機
、

型
押
し
機
と
名
刺
印
刷
シ
ス
テ
ム
一

式
を
購
入
し
た
（
補
助
金
額
4
、

7
7
1
、
0
0
0
円
、
総
事
業
費

4
、
9
9
0
、
3
5
0
円
）。
今
年

２
月
に
機
器
の
納
入
が
完
了
し
平
成

24
年
度
か
ら
新
規
事
業
と
し
て
実
施

し
て
い
く
。

●
就
労
支
援
事
業
活
動

　

就
労
支
援
事
業
活
動
は
総
収
入
で

１
億
５
千
１
５
０
万
円
と
な
り
前
年

度
よ
り
５
８
９
万
円
増
え
収
支
差
額

は
２
５
９
万
円
の
黒
字
だ
っ
た
。
収

入
が
増
え
た
要
因
は
昨
年
４
月
か
ら

始
め
た
紙
お
む
つ
給
付
事
業
（
売
上

１
７
８
０
万
円
）
の
影
響
で
、
旧
事

業
だ
け
を
み
る
と
売
上
を
落
と
し
て

い
る
事
業
が
多
い
。
印
刷
事
業
は
前

年
度
比
で
１
２
５
０
万
円
、
ウ
エ
ス

事
業
も
１
７
０
万
円
売
上
を
落
と
し

た
が
加
工
高
を
上
げ
る
取
り
組
み
を

行
い
共
に
黒
字
を
計
上
で
き
た
。
自

動
車
部
品
の
オ
イ
ル
エ
レ
メ
ン
ト
事

業
も
東
日
本
大
震
災
や
円
高
の
影
響

か
ら
上
半
期
低
迷
し
た
が
下
半
期
か

ら
回
復
し
何
と
か
黒
字
を
計
上
で
き

た
。
前
述
の
紙
お
む
つ
給
付
事
業
は

1
3
8
万
円
の
赤
字
を
計
上
し
た

が
、
24
年
度
は
単
価
を
少
し
上
げ
て

も
ら
っ
た
た
め
収
支
状
況
は
改
善
さ

れ
る
見
込
み
で
あ
る
。

　

平
均
工
賃
は
あ
か
つ
き
授
産
所
に

お
い
て
３
２
、
０
０
０
円
、
ス
ペ
ー

ス
・
ま
ど
か
で
は
１
６
、
０
０
０
円

だ
っ
た
。
ま
た
就
労
継
続
支
援
Ａ
型

（
雇
用
型
）
あ
か
つ
き
作
業
所
平
均

賃
金
は
１
４
４
、０
０
０
円
だ
っ
た
。

　

指
定
管
理
施
設
で
あ
る
瑞
穂
町
福

祉
作
業
所
さ
く
ら
は
開
所
２
年
目
を

経
過
し
た
。
昨
年
４
月
は
24
名
の
現

員
数
だ
っ
た
が
今
年
３
月
末
は
25
名

の
現
員
数
だ
っ
た
。
23
年
度
は
工
賃

ア
ッ
プ
を
目
標
に
掲
げ
従
来
の
作
業

の
他
、
新
た
に
梅
干
し
容
器
の
ペ
ー

パ
ー
巻
き
作
業
の
受
注
や
自
作
カ
レ

ン
ダ
ー
の
販
売
等
行
い
、
前
年
度
の

平
均
工
賃
１
１
、
０
０
０
円
か
ら
１

６
、
５
０
０
円
ま
で
上
げ
る
こ
と
が

出
来
た
。

●
地
域
福
祉

　

昨
年
12
月
よ
り
瑞
穂
町
と
の
委
託

契
約
で
、
瑞
穂
町
障
害
者
就
労
支
援

セ
ン
タ
ー
を
開
所
し
た
。
瑞
穂
町
ふ

れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
（
瑞
穂
町
社
会
福

祉
協
議
会
）
１
階
に
セ
ン
タ
ー
が
入

り
瑞
穂
町
内
在
住
で
一
般
就
労
を
希

望
す
る
障
害
者
の
就
労
支
援
、
生
活

支
援
等
を
行
う
。
あ
か
つ
き
コ
ロ
ニ

ー
で
は
既
に
平
成
20
年
よ
り
武
蔵
村

　

皆
さ
ん
は
平
成
24
年
度
10
月
１
日

よ
り
障
害
者
虐
待
防
止
法
が
施
行
さ

れ
る
の
を
ご
存
知
で
す
か
？

　

去
る
3
月
19
日
東
京
都
障
害
者
虐

待
防
止
・
権
利
擁
護
研
修
に
行
っ
て

ま
い
り
ま
し
た
。
今
ま
で
は
児
童
虐

待
防
止
法
（
２
０
０
０
年
）、
高
齢

者
虐
待
防
止
法
（
２
０
０
５
年
）
が

施
行
さ
れ
て
お
り
、
い
ず
れ
に
せ
よ

こ
れ
で
よ
う
や
く
、
児
童
、
高
齢
者
、

障
害
者
に
対
す
る
虐
待
防
止
法
が
出

揃
っ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

一
、
研
修
内
容

　

こ
の
法
律
に
お
け
る
「
障
害
者
の

定
義
」
は
障
害
者
基
本
法
第
二
条
第

1
号
で
規
定
さ
れ
る
障
害
者
と
い
う

こ
と
で
す
が
、
つ
ま
り
身
体
・
知
的
・

精
神
・
そ
の
他
（
手
帳
な
し
の
方
も

含
む
）
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
法
律
の
特
徴
と
し
て
あ
げ
ら

れ
る
の
は
、
①
発
見
者
は
通
報
義
務

が
あ
る
（
罰
則
は
な
し
）②
学
校
・

保
育
所
・
医
療
機
関
は
対
象
外
（
通

報
し
て
は
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
で

は
な
い
）③
障
害
者
福
祉
施
設
従
事

者
等
に
よ
る
障
害
者
虐
待
及
び
使
用

者
に
よ
る
障
害
者
虐
待
の
明
記
（
児

童
虐
待
防
止
法
に
は
な
い
）④
18
歳

未
満
の
障
害
者
は
対
象
外
（
児
童
虐

待
防
止
法
優
先
）⑤
レ
ス
パ
イ
ト
ケ

ア
の
必
要
性
の
明
記
等
が
あ
げ
ら
れ

ま
す
。
ま
た
、
立
ち
入
り
調
査
権
限

の
整
理
も
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
か
ら

も
就
職
者
が
増
え
る
で
あ
ろ
う
企
業

は
労
働
局
が
所
管
と
な
っ
て
い
る
よ

う
で
す
。

　

で
は
ど
う
い
う
も
の
が
虐
待
な
の

か
、
法
律
的
に
は
「
保
護
・
監
督
す

べ
き
権
限
や
責
務
の
あ
る
立
場
の
人

か
ら
の
権
限
の
乱
用
（
不
適
切
な
使

用
）」
と
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
具

体
的
に
い
え
ば
、
家
庭
（
親
）、
施

設（
職
員
）、職
場（
経
営
者
・
管
理
者
・

責
任
者
等
）
を
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
て
お

り
、
虐
待
の
種
類
に
つ
い
て
は
、
大

き
く
分
け
る
と
５
類
型
に
分
類
さ
れ

①
身
体
的
虐
待
②
心
理
的
虐
待
③
性

的
虐
待
④
経
済
的
虐
待
⑤
ネ
グ
レ
ク

ト
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
こ

で
は
誌
面
の
都
合
も
あ
り
そ
れ
ぞ
れ

の
解
説
は
避
け
ま
す
が
こ
れ
ら
以
外

に
も
い
く
つ
か
法
律
の
内
容
説
明
が

あ
り
、
ま
た
午
後
の
研
修
に
お
い
て

は
現
在
も
虐
待
は
無
く
な
っ
て
い
な

い
と
し
て
、
い
く
つ
か
の
耳
を
ふ
さ

ぎ
た
く
な
る
よ
う
な
事
件
の
事
例

（
白
河
育
成
園
事
件
、
カ
リ
タ
ス
の

家
事
件
等
）
を
虐
待
に
関
わ
っ
て
お

ら
れ
る
弁
護
士
の
方
も
含
め
た
当
事

者
の
方
々
よ
り
紹
介
が
あ
り
ま
し

た
。
驚
い
た
こ
と
に
現
在
進
行
形
で

そ
う
い
っ
た
事
件
も
あ
る
と
い
う
こ

と
で
す
。

　

二
、
当
法
人
に
お
け
る
留
意
事
項

　

特
に
研
修
に
お
い
て
も
言
わ
れ
て

お
り
ま
し
た
が
、
施
設
の
職
員
は
発

見
し
や
す
い
立
場
に
い
る
た
め
虐
待

を
う
け
た
で
あ
ろ
う
障
害
者
を
発
見

し
た
も
の
に
つ
い
て
は
市
町
村
へ
の

通
報
義
務
が
あ
る
こ
と
、
ま
た
虐
待

に
関
す
る
苦
情
処
理
体
制
の
明
記
及

び
周
知
、
運
営
規
定
に
基
づ
い
て
選

定
す
る
虐
待
の
防
止
に
関
す
る
責
任

者
の
配
置
等
と
い
う
こ
と
に
は
な
り

ま
す
。
当
法
人
に
お
い
て
は
実
際
に

虐
待
は
な
い
も
の
と
思
っ
て
は
い
ま

す
が
、
実
は
自
分
た
ち
は
虐
待
と
思

っ
て
い
な
い
こ
と
も
虐
待
と
し
て
扱

わ
れ
る
こ
と
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
そ
の
一
つ
が
例
え
ば
「
自
傷
他

害
行
為
に
関
す
る
行
動
抑
制
」
が
あ

げ
ら
れ
ま
す
。
ど
こ
の
施
設
で
も
日

常
的
に
起
こ
り
う
る
こ
と
で
は
あ
り

ま
す
が
、
行
動
抑
制
と
は
「
正
当
な

理
由
な
く
身
体
拘
束
す
る
こ
と
」
で

す
が
、
こ
れ
は
単
に
縛
っ
た
り
抱
え

た
り
と
い
う
意
味
の
拘
束
だ
け
で
は

な
く
本
人
の
意
思
で
空
け
る
こ
と
の

で
き
な
い
居
室
等
へ
の
隔
離
も
含
み

ま
す
。
ま
た
他
に
も
自
宅
謹
慎
等
必

要
な
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
受
給
の
制
限

を
設
け
る
こ
と
も
虐
待
に
含
ま
れ
ま

す
。

　

で
は
、
や
む
を
得
ず
の
場
合
ど
う

す
れ
ば
い
い
の
で
し
ょ
う
か
。
こ
れ

に
は
い
く
つ
か
の
条
件
と
手
続
き
が

あ
げ
ら
れ
ま
す
。
ま
ず
第
一
に
①
切

迫
性
②
非
代
替
え
性
③
一
時
性
と
い

う
三
つ
の
条
件
を
す
べ
て
満
た
す
必

要
が
あ
り
ま
す
。
①
は
緊
急
度
が
高

い
か
、
②
は
他
に
方
法
が
な
い
か
、③

永
続
的
で
な
い
か
、
と
い
う
こ
と
で

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
手
続
き
と
し
て

は
①
個
別
支
援
会
議
等
に
お
い
て
組

織
と
し
て
検
討
し
て
い
る
か
（
管
理

者
・
サ
ー
ビ
ス
管
理
責
任
者
・
虐
待

防
止
責
任
者
が
出
席
）、
②
個
別
支

援
計
画
書
に
行
動
抑
制
の
様
態
及
び

時
間
、
緊
急
や
む
得
な
い
理
由
の
記

載
、
さ
ら
に
行
動
抑
制
解
消
に
む
け

て
の
取
り
組
み
方
針
及
び
目
標
を
明

記
の
上
、
本
人
及
び
養
護
者
に
十
分

な
説
明
と
了
解
同
意
を
得
る
こ
と
、

等
が
必
要
で
、
そ
れ
で
も
や
む
得
ず

実
際
に
行
動
抑
制
し
た
場
合
は
、
そ

の
時
の
様
態
、
及
び
時
間
、
そ
の
際

の
利
用
者
の
心
身
の
状
況
並
び
に
緊

急
や
む
得
な
い
事
由
の
記
録
を
し
っ

か
り
と
る
こ
と
が
必
要
と
さ
れ
て
い

ま
す
。（
厚
労
省
参
考
資
料
よ
り
）

　

三
、
終
わ
り
に

　

な
ぜ
、
障
害
者
の
虐
待
に
関
す
る

法
律
が
こ
う
も
遅
れ
て
で
き
た
の
か

不
思
議
で
し
た
が
、
こ
れ
は
ど
う
も

学
校
・
医
療
関
係
、
特
に
医
療
業
界

か
ら
の
反
発
が
大
き
く
中
々
合
意
が

得
ら
れ
ず
こ
の
よ
う
な
形
に
な
っ
た

と
研
修
で
は
お
っ
し
ゃ
っ
て
お
り
ま

し
た
。
確
か
に
い
ろ
い
ろ
難
し
い
部

分
は
あ
り
そ
う
で
す
が
ぜ
ひ
連
動
し

て
い
く
よ
う
な
形
に
な
れ
ば
と
思
い

ま
す
。
ま
た
、こ
の
研
修
を
通
し
て
、

虐
待
は
悪
意
が
あ
る
な
い
に
か
か
わ

ら
ず
ど
こ
で
も
起
こ
る
可
能
性
の
あ

る
こ
と
、
日
常
的
な
我
々
職
員
の
行

動
が
不
測
に
利
用
者
の
方
に
痛
み
を

与
え
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
と
い
う

視
点
を
も
ち
、
常
に
チ
ェ
ッ
ク
し
あ

う
体
制
が
重
要
と
あ
ら
た
め
て
感

じ
、
襟
を
正
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

山
市
障
害
者
就
労
支
援
セ
ン
タ
ー
と

ら
い
を
運
営
し
て
お
り
、
そ
の
ノ
ウ

ハ
ウ
が
生
か
せ
る
事
業
で
あ
る
。
平

成
23
年
度
は
立
ち
上
げ
期
間
と
い
う

こ
と
も
あ
り
一
般
就
職
者
は
出
せ
な

か
っ
た
が
３
月
末
時
点
で
の
登
録
者

は
16
名
だ
っ
た
。

　

武
蔵
村
山
市
障
害
者
就
労
支
援
セ

ン
タ
ー
と
ら
い
は
平
成
23
年
度
新
規

登
録
者
が
35
名
増
え
、
登
録
者
全
体

数
が
１
７
０
名
と
な
り
、
一
般
就
職

者
を
29
名
出
す
こ
と
が
で
き
た
。

　

と
ら
い
は
開
所
４
年
が
経
過
し
た

が
毎
年
一
般
就
職
者
を
20
名
以
上
出

し
て
お
り
、
登
録
者
も
多
く
抱
え
非

常
に
忙
し
い
状
況
で
あ
る
。
就
労
支

援
は
就
労
の
基
盤
と
な
る
生
活
支

援
、
継
続
し
て
就
労
が
続
け
ら
れ
る

よ
う
支
援
す
る
定
着
支
援
等
、
そ
の

内
容
は
様
々
で
あ
り
、
武
蔵
村
山
市

内
に
お
い
て
認
知
度
も
上
が
り
非
常

に
高
い
評
価
を
受
け
て
い
る
。

　

前
年
度
に
引
き
続
き
、
武
蔵
村
山

市
障
害
程
度
区
分
審
査
会
へ
職
員
を

派
遣
、
武
蔵
村
山
市
自
立
支
援
協
議

会
へ
の
職
員
派
遣
を
行
い
地
域
福
祉

向
上
へ
の
取
り
組
み
に
協
力
し
た
。

ま
た
市
内
福
祉
作
業
所
と
連
携
を
と

り
、
障
害
者
の
就
労
支
援
の
向
上
を

目
指
し
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
作
り
を
推

進
し
た
。

あ
か
つ
き
作
業
所

　

施
設
長　

永
井　

眞

研修報告

虐
待
防
止
法

　
　

研
修
報
告
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山
市
障
害
者
就
労
支
援
セ
ン
タ
ー
と

ら
い
を
運
営
し
て
お
り
、
そ
の
ノ
ウ

ハ
ウ
が
生
か
せ
る
事
業
で
あ
る
。
平

成
23
年
度
は
立
ち
上
げ
期
間
と
い
う

こ
と
も
あ
り
一
般
就
職
者
は
出
せ
な

か
っ
た
が
３
月
末
時
点
で
の
登
録
者

は
16
名
だ
っ
た
。

　

武
蔵
村
山
市
障
害
者
就
労
支
援
セ

ン
タ
ー
と
ら
い
は
平
成
23
年
度
新
規

登
録
者
が
35
名
増
え
、
登
録
者
全
体

数
が
１
７
０
名
と
な
り
、
一
般
就
職

者
を
29
名
出
す
こ
と
が
で
き
た
。

　

と
ら
い
は
開
所
４
年
が
経
過
し
た

が
毎
年
一
般
就
職
者
を
20
名
以
上
出

し
て
お
り
、
登
録
者
も
多
く
抱
え
非

常
に
忙
し
い
状
況
で
あ
る
。
就
労
支

援
は
就
労
の
基
盤
と
な
る
生
活
支

援
、
継
続
し
て
就
労
が
続
け
ら
れ
る

よ
う
支
援
す
る
定
着
支
援
等
、
そ
の

内
容
は
様
々
で
あ
り
、
武
蔵
村
山
市

内
に
お
い
て
認
知
度
も
上
が
り
非
常

に
高
い
評
価
を
受
け
て
い
る
。

　

前
年
度
に
引
き
続
き
、
武
蔵
村
山

市
障
害
程
度
区
分
審
査
会
へ
職
員
を

派
遣
、
武
蔵
村
山
市
自
立
支
援
協
議

会
へ
の
職
員
派
遣
を
行
い
地
域
福
祉

向
上
へ
の
取
り
組
み
に
協
力
し
た
。

ま
た
市
内
福
祉
作
業
所
と
連
携
を
と

り
、
障
害
者
の
就
労
支
援
の
向
上
を

目
指
し
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
作
り
を
推

進
し
た
。

貸借対照表（平成24年３月31日現在）
（単位：円）

資　　産　　の　　部 負　　債　　の　　部

勘定科目 当年度末 前年度末 増減 勘定科目 当年度末 前年度末 増減

流動資産 130,311,673 127,435,463 4,131,389 流動負債 29,851,323 37,851,274 △ 7,999,951

現金 634,659 548,535 96,028 未払金 33,199,903 40,823,998 △ 7,624,095

普通預金 65,851,630 63,259,424 3,837,481 預り金 237,903 161,547 76,356

当座預金 294,786 294,786 0 前受金 152,145 1,306,500 △ 1,154,355

定期預金 11,329,730 11,290,872 38,858 仮受金 5,699,682 5,122,905 576,777

郵便貯金 750,112 749,877 235 あかつき作業所勘定（流動負
債） △ 9,842,347 △ 7,951,338 △ 1,891,009

受取手形 120,370 680,543 △ 560,173 あかつき授産所勘定（流動負
債） 404,037 △ 1,612,338 2,016,375

売掛金 14,957,529 21,992,933 △ 7,035,404 固定負債 16,500,000 20,980,000 △ 4,480,000

商品・製品 824,622 754,520 70,102 設備資金借入金 16,500,000 20,980,000 △ 4,480,000

原材料 3,182,216 1,642,482 1,539,734 負債の部合計 46,351,323 58,831,274 △ 12,479,951

未収金 38,235,939 28,486,346 9,749,593

立替金 3,558,835 7,298,821 △ 3,739,986 純　資　産　の　部

前払金 9,555 0 9,555 基本金 156,178,608 156,178,608 0

事業所勘定（流動） △ 9,438,310 △ 9,563,676 125,366 基本金 156,178,608 156,178,608 0

固定資産 283,048,999 300,468,636 △ 17,419,637 国庫補助金等特別積立金 128,348,466 133,373,115 △ 5,024,649

基本財産 213,300,727 221,463,702 △ 8,162,975 国庫補助金等特別積立金 128,348,466 133,373,115 △ 5,024,649

建物 120,079,865 128,242,840 △ 8,162,975 その他の積立金 27,302,505 31,168,505 △ 3,866,000

土地 92,920,862 92,920,862 0 備品購入積立金 6,314,667 6,314,667 0

基本財産特定預金 300,000 300,000 0 修繕積立金 10,228,988 11,094,988 △ 866,000

その他の固定資産 69,748,272 79,004,934 △ 9,256,662 人件費積立金 6,922,644 9,922,644 △ 3,000,000

構築物 540,000 675,000 △ 135,000 基本特定積立金 300,000 300,000 0

機械及び装置 29,289,134 36,676,300 △ 7,387,166 移行時特別積立金 3,536,206 3,536,206 0

車両運搬具 3,091,946 4,660,682 △ 1,568,736 次期繰越活動収支差額 55,179,770 48,352,597 6,827,173

器具及び備品 9,646,973 5,946,733 3,700,240 次期繰越活動収支差額 55,179,770 48,352,597 6,827,173

権利 177,714 177,714 0 （うち当期活動収支差額） 2,961,173 △ 8,758,102 11,719,275

備品購入積立預金 6,314,667 6,314,667 0

修繕積立預金 10,228,988 11,094,988 △ 866,000

人件費積立預金 6,922,644 9,922,644 △ 3,000,000

移行時特別積立預金 3,536,206 3,536,206 0 純資産の部合計 367,009,349 369,072,825 △ 2,063,476

資産の部合計 413,360,672 427,904,099 △ 13,288,248 負債及び純資産の部合計 413,360,672 427,904,099 △ 14,543,427

事
業
活
動
収
支
内
訳
表
（
平
成
2
3
年
４
月
１
日
～
平
成
2
4
年
３
月
3
1
日
）

（
単
位
：
円
）

勘
　
定
　
科
　
目

合
　
　
計

法
人
本
部

セ
ル
プ
あ
か
つ
き

あ
か
つ
き
作
業
所

あ
か
つ
き
授
産
所

ス
ペ
－
ス
・
ま
ど
か
瑞
穂
町
福
祉
作
業
所
武
蔵
村
山
市
障
害
者

就
労
支
援
セ
ン
タ
ー

瑞
穂
町
障
害
者

就
労
支
援
セ
ン
タ
ー

部の支収動活業事援支労就
入収

就
労
支
援
事
業
収
入

15
1,5
18
,64
3

0
18
,14
3,7
00

87
,43
9,6
67

31
,99
1,7
83

9,1
18
,17
5

4,8
25
,31
8

0
0

就
労
支
援
事
業
活
動
収
入
計
（
1）

15
1,
51
8,
64
3

0
18
,1
43
,7
00

87
,4
39
,6
67

31
,9
91
,7
83

9,
11
8,
17
5

4,
82
5,
31
8

0
0

出支
就
労
支
援
事
業
販
売
原
価

13
4,3
15
,51
0

0
19
,52
8,9
85

74
,06
1,2
88

27
,22
6,1
74

8,6
59
,84
2

4,8
39
,22
1

0
0

販
売
費
及
び
一
般
管
理
費

13
,54
3,1
41

0
0

12
,99
5,5
88

54
7,5
53

0
0

0
0

徴
収
不
能
額

70
9,0
87

0
0

70
9,0
87

0
0

0
0

0
就
労
支
援
事
業
活
動
支
出
計
（
2）

14
8,
56
7,
73
8

0
19
,5
28
,9
85

87
,7
65
,9
63

27
,7
73
,7
27

8,
65
9,
84
2

4,
83
9,
22
1

0
0

就
労
支
援
事
業
活
動
収
支
差
額
（
3）
=（
1）
－
（
2）

2,
95
0,
90
5

0
△
 1
,3
85
,2
85

△
 3
26
,2
96

4,
21
8,
05
6

45
8,
33
3

△
 1
3,
90
3

0
0

部の支収動活業事祉福
入収

措
置
費
収
入

36
1,3
80

0
72
,72
0

0
28
8,6
60

0
0

0
0

管
理
費
収
入

30
,32
0,0
00

0
0

0
0

0
8,0
46
,00
0

16
,25
6,0
00

6,0
18
,00
0

自
立
支
援
費
収
入

17
3,2
59
,81
1

0
35
,16
7,4
55

15
,78
7,5
73

47
,12
7,8
85

40
,22
7,0
78

34
,94
9,8
20

0
0

利
用
者
負
担
金
収
入

3,5
05
,28
6

0
83
6,7
40

40
2,5
00

1,2
16
,02
9

1,0
50
,01
7

0
0

0
経
常
経
費
補
助
金
収
入

31
,07
4,0
97

0
6,9
05
,22
8

5,5
09
,55
5

9,8
36
,34
2

7,9
14
,40
0

90
8,5
72

0
0

寄
附
金
収
入

1,2
98
,94
0

29
8,9
40

1,0
00
,00
0

0
0

0
0

0
0

雑
収
入

89
0,3
30

57
1,0
80

5,0
00

28
,62
0

40
,50
0

24
0,1
30

5,0
00

0
0

国
庫
補
助
金
等
特
別
積
立
金
取
崩
額

9,4
64
,44
2

5,0
62
,47
2

43
1,7
10

51
1,2
07

3,4
14
,91
7

44
,13
6

0
0

0
福
祉
事
業
活
動
収
入
計
（
4）

25
0,
17
4,
28
6

5,
93
2,
49
2

44
,4
18
,8
53

22
,2
39
,4
55

61
,9
24
,3
33

49
,4
75
,7
61

43
,9
09
,3
92

16
,2
56
,0
00

6,
01
8,
00
0

出支

人
件
費
支
出

19
2,7
10
,82
8

1,1
80
,00
0

36
,44
4,2
46

16
,24
7,3
62

45
,81
4,1
09

39
,54
9,3
44

35
,75
4,9
84

14
,00
3,3
78

3,7
17
,40
5

事
務
費
支
出

28
,38
5,1
85

61
5,5
84

4,2
88
,82
7

2,2
67
,16
9

8,5
72
,01
9

3,9
40
,68
9

4,6
92
,30
6

2,2
52
,53
4

1,7
56
,05
7

事
業
費
支
出

15
,91
2,4
14

0
4,1
43
,46
4

1,6
63
,00
2

4,7
87
,66
0

3,7
29
,58
1

1,5
88
,70
7

0
0

減
価
償
却
費

15
,40
4,2
20

2,4
63
,39
6

2,0
00
,66
2

46
,17
9

10
,41
5,4
98

47
8,4
85

0
0

0
福
祉
事
業
活
動
支
出
計
（
5）

25
2,
41
2,
64
7

4,
25
8,
98
0

46
,8
77
,1
99

20
,2
23
,7
12

69
,5
89
,2
86

47
,6
98
,0
99

42
,0
35
,9
97

16
,2
55
,9
12

5,
47
3,
46
2

福
祉
事
業
活
動
収
支
差
額
（
6）
=（
4）
－
（
5）

△
 2
,2
38
,3
61

1,
67
3,
51
2

△
 2
,4
58
,3
46

2,
01
5,
74
3

△
 7
,6
64
,9
53

1,
77
7,
66
2

1,
87
3,
39
5

88
54
4,
53
8

部の支収外動活業事
入収

借
入
金
利
息
補
助
金
収
入

12
2,4
00

12
2,4
00

0
0

0
0

0
0

0
受
取
利
息
配
当
金
収
入

46
,89
2

60
3

2,2
07

1,8
04

40
,72
4

42
2

66
1

39
1

80
経
理
区
分
間
繰
入
金
収
入

11
,15
0,4
79

5,4
50
,90
0

1,2
31
,69
8

46
,17
9

4,4
21
,70
2

0
0

0
0

事
業
活
動
外
収
入
計
（
7）

11
,3
19
,7
71

5,
57
3,
90
3

1,
23
3,
90
5

47
,9
83

4,
46
2,
42
6

42
2

66
1

39
1

80

出支
借
入
金
利
息
支
出

12
2,4
00

12
2,4
00

0
0

0
0

0
0

0
経
理
区
分
間
繰
入
金
支
出

11
,15
0,4
79

5,6
99
,57
9

1,0
00
,90
0

55
0,0
00

1,2
50
,00
0

1,7
50
,00
0

90
0,0
00

0
0

事
業
活
動
外
支
出
計
（
8）

11
,2
72
,8
79

5,
82
1,
97
9

1,
00
0,
90
0

55
0,
00
0

1,
25
0,
00
0

1,
75
0,
00
0

90
0,
00
0

0
0

事
業
活
動
外
収
支
差
額
（
9）
=（
7）
－
（
8）

46
,8
92

△
 2
48
,0
76

23
3,
00
5

△
 5
02
,0
17

3,
21
2,
42
6

△
 1
,7
49
,5
78

△
 8
99
,3
39

39
1

80
経
常
収
支
差
額
（
10
）
=（
3）
+（
6）
+（
9）

75
9,
43
6

1,
42
5,
43
6

△
 3
,6
10
,6
26

1,
18
7,
43
0

△
 2
34
,4
71

48
6,
41
7

96
0,
15
3

47
9

54
4,
61
8

部の支収別特
入収

施
設
整
備
等
補
助
金
収
入

7,2
87
,08
0

0
18
0,0
00

0
2,2
00
,00
0

4,9
07
,08
0

0
0

0
特
別
収
入
計
（
11
）

7,
28
7,
08
0

0
18
0,
00
0

0
2,
20
0,
00
0

4,
90
7,
08
0

0
0

0

出支
固
固
定
補
助
金
等
特
別
積
立
金
積
立
額

4,9
51
,00
0

0
18
0,0
00

0
0

4,7
71
,00
0

0
0

0
固
定
資
産
売
却
損
・
処
分
損
（
売
却
原
価
）

13
4,3
43

0
0

12
,87
3

12
1,4
70

0
0

0
0

特
別
支
出
計
（
12
）

5,
08
5,
34
3

0
18
0,
00
0

12
,8
73

12
1,
47
0

4,
77
1,
00
0

0
0

0
特
別
収
支
差
額
（
13
）
=（
11
）
－
（
12
）

2,
20
1,
73
7

0
0

△
 1
2,
87
3

2,
07
8,
53
0

13
6,
08
0

0
0

0
当
期
活
動
収
支
差
額
（
14
）
=（
10
）
+（
13
）

2,
96
1,
17
3

1,
42
5,
43
6

△
 3
,6
10
,6
26

1,
17
4,
55
7

1,
84
4,
05
9

62
2,
49
7

96
0,
15
3

47
9

54
4,
61
8

部の額差支収動活越繰
前
期
繰
越
活
動
収
支
差
額
（
15
）

48
,3
52
,5
97

△
 4
1,
26
3,
43
0

23
,5
54
,7
50

9,
15
2,
29
8

46
,2
61
,9
31

6,
44
1,
78
2

4,
20
0,
48
0

4,
78
6

当
期
末
繰
越
活
動
収
支
差
額
（
16
）
=（
14
）
+（
15
）

51
,3
13
,7
70

△
 3
9,
83
7,
99
4

19
,9
44
,1
24

10
,3
26
,8
55

48
,1
05
,9
90

7,
06
4,
27
9

5,
16
0,
63
3

5,
26
5

54
4,
61
8

基
本
金
取
崩
額
（
17
）

0
0

0
0

0
0

0
0

0
基
本
金
組
入
額
（
18
）

0
0

0
0

0
0

0
0

0
そ
の
他
の
積
立
金
取
崩
額
（
19
）

3,
86
6,
00
0

0
0

0
3,
86
6,
00
0

0
0

0
0

そ
の
他
の
積
立
金
積
立
額
（
20
）

0
0

0
0

0
0

0
0

0
次
期
繰
越
活
動
収
支
差
額
（
21
）
=（
16
）
+（
17
）
－
（
18
）

55
,1
79
,7
70

△
 3
9,
83
7,
99
4

19
,9
44
,1
24

10
,3
26
,8
55

51
,9
71
,9
90

7,
06
4,
27
9

5,
16
0,
63
3

5,
26
5

54
4,
61
8
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平
成
23
年
度
事
業
報
告

平
成
23
年
度
事
業
報
告

●
概
要

　

平
成
23
年
度
は
昨
年
３
月
11
日
に

発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
の
直
後
と

い
う
こ
と
も
あ
り
計
画
停
電
対
応
、

就
労
支
援
事
業
の
受
注
減
や
部
材
の

不
足
、
同
時
発
生
し
た
福
島
第
一
原

発
事
故
も
重
な
り
社
会
全
体
が
大
き

な
不
安
の
中
ス
タ
ー
ト
し
た
。
そ
の

後
も
記
録
的
な
円
高
や
タ
イ
の
洪
水

に
よ
る
日
本
企
業
の
被
災
、
バ
ブ
ル

崩
壊
以
降
長
期
に
及
ぶ
デ
フ
レ
等
、

就
労
支
援
事
業
を
行
う
あ
か
つ
き
コ

ロ
ニ
ー
で
は
大
き
な
影
響
を
受
け

た
。

　

一
方
廃
止
が
打
ち
出
さ
れ
て
い
た

障
害
者
自
立
支
援
法
は
今
年
２
月
急

き
ょ
厚
生
労
働
省
か
ら
、
廃
止
せ
ず

現
行
の
障
害
者
自
立
支
援
法
を
更
に

改
正
す
る
こ
と
で
対
応
す
る
と
発
表

さ
れ
今
年
３
月
に
閣
議
決
定
さ
れ

た
。
主
な
改
正
点
は
障
害
の
種
類
に

よ
っ
て
支
援
を
受
け
ら
れ
な
い
「
制

度
の
谷
間
の
障
害
」を
無
く
す
た
め
、

新
た
に
難
病
患
者
も
給
付
対
象
に
含

め
る
と
し
、
名
称
も
障
害
者
自
立
支

援
法
を
改
め「
障
害
者
総
合
支
援
法
」

と
さ
れ
た
。
ま
た
骨
格
提
言
に
お
い

て
求
め
ら
れ
て
い
た
サ
ー
ビ
ス
の
原

則
無
料
は
見
送
ら
れ
、
障
害
程
度
区

分
に
つ
い
て
も
施
行
後
３
年
を
目
途

に
見
直
し
を
検
討
す
る
と
い
う
内
容

で
来
年
４
月
１
日
施
行
と
さ
れ
た
。

　

役
員
人
事
で
は
昨
年
６
月
に
湯
澤

弘
氏
か
ら
鈴
木
賢
一
氏
に
理
事
長
が

代
わ
っ
た
。

●
福
祉
事
業
活
動

　

ス
ペ
ー
ス
・
ま
ど
か
に
お
い
て
障

害
者
自
立
支
援
法
に
よ
る
体
系
移
行

を
昨
年
４
月
１
日
に
実
施
し
、
就
労

移
行
支
援
（
定
員
10
名
）・
就
労
継

続
支
援
Ｂ
型
（
定
員
20
名
）
の
多
機

能
型
と
し
た
。
ス
ペ
ー
ス
・
ま
ど
か

で
は
精
神
障
害
者
通
所
授
産
と
し
て

長
年
行
っ
て
き
た
た
め
、
主
た
る
障

害
種
別
は
精
神
障
害
者
と
し
、
定
員

も
26
名
か
ら
30
名
に
引
き
上
げ
た
。

ス
ペ
ー
ス
・
ま
ど
か
の
体
系
移
行
を

も
っ
て
あ
か
つ
き
コ
ロ
ニ
ー
内
の
施

設
が
全
て
体
系
移
行
を
完
了
し
た
。

　

福
祉
事
業
活
動
全
般
で
は
就
労
継

続
支
援
Ｂ
型
あ
か
つ
き
授
産
所
で
利

用
者
数
が
増
え
収
入
増
が
は
か
ら
れ

た
が
、
就
労
移
行
支
援
セ
ル
プ
あ
か

つ
き
で
は
現
員
数
の
低
下
か
ら
大
幅

な
赤
字
と
な
り
、
就
労
移
行
支
援
・

就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
ス
ペ
ー
ス
・
ま

ど
か
で
は
出
勤
率
の
低
迷
で
事
業
運

営
安
定
化
補
助
を
受
け
何
と
か
凌
い

だ
形
で
あ
り
、
全
体
的
に
は
赤
字
経

営
で
厳
し
い
状
況
だ
っ
た
。

　

法
人
全
体
で
は
当
期
活
動
収
支
差

額
が
２
９
６
万
円
、
経
常
収
支
差
額

7
6
万
円
、
う
ち
就
労
支
援
事
業
活

動
収
支
差
額
が
２
９
５
万
円
で
非
常

に
厳
し
い
状
況
だ
っ
た
。

　

上
記
の
様
に
厳
し
い
状
況
の
中
、

セ
ル
プ
あ
か
つ
き
で
は
一
般
就
職
者

３
名
、
ス
ペ
ー
ス
・
ま
ど
か
で
１
名

出
す
こ
と
が
で
き
た
。

　

東
京
都
に
平
成
23
年
度
社
会
福
祉

施
設
等
耐
震
化
促
進
事
業
（
耐
震
診

断
経
費
）
補
助
金
を
申
請
し
本
館
４

階
建
（
昭
和
52
年
竣
工
）
と
作
業
棟

３
階
建
（
昭
和
49
年
竣
工
）
の
二
棟

に
お
い
て
耐
震
診
断
を
実
施
し
た
。

結
果
は
「
耐
震
性
に
疑
問
あ
り
」
と

い
う
こ
と
に
な
り
耐
震
改
修
工
事
に

向
け
て
検
討
を
始
め
た
。

　

就
労
移
行
支
援
・
就
労
継
続
支
援

Ｂ
型
ス
ペ
ー
ス
・
ま
ど
か
に
お
い
て

平
成
23
年
度
東
京
都
障
害
者
自
立
支

援
基
盤
整
備
事
業
補
助
金
を
申
請
し

革
細
工
作
業
設
備
と
し
て
レ
ー
ザ
ー

加
工
機
一
式
、
ミ
シ
ン
、
皮
漉
き
機
、

型
押
し
機
と
名
刺
印
刷
シ
ス
テ
ム
一

式
を
購
入
し
た
（
補
助
金
額
4
、

7
7
1
、
0
0
0
円
、
総
事
業
費

4
、
9
9
0
、
3
5
0
円
）。
今
年

２
月
に
機
器
の
納
入
が
完
了
し
平
成

24
年
度
か
ら
新
規
事
業
と
し
て
実
施

し
て
い
く
。

●
就
労
支
援
事
業
活
動

　

就
労
支
援
事
業
活
動
は
総
収
入
で

１
億
５
千
１
５
０
万
円
と
な
り
前
年

度
よ
り
５
８
９
万
円
増
え
収
支
差
額

は
２
５
９
万
円
の
黒
字
だ
っ
た
。
収

入
が
増
え
た
要
因
は
昨
年
４
月
か
ら

始
め
た
紙
お
む
つ
給
付
事
業
（
売
上

１
７
８
０
万
円
）
の
影
響
で
、
旧
事

業
だ
け
を
み
る
と
売
上
を
落
と
し
て

い
る
事
業
が
多
い
。
印
刷
事
業
は
前

年
度
比
で
１
２
５
０
万
円
、
ウ
エ
ス

事
業
も
１
７
０
万
円
売
上
を
落
と
し

た
が
加
工
高
を
上
げ
る
取
り
組
み
を

行
い
共
に
黒
字
を
計
上
で
き
た
。
自

動
車
部
品
の
オ
イ
ル
エ
レ
メ
ン
ト
事

業
も
東
日
本
大
震
災
や
円
高
の
影
響

か
ら
上
半
期
低
迷
し
た
が
下
半
期
か

ら
回
復
し
何
と
か
黒
字
を
計
上
で
き

た
。
前
述
の
紙
お
む
つ
給
付
事
業
は

1
3
8
万
円
の
赤
字
を
計
上
し
た

が
、
24
年
度
は
単
価
を
少
し
上
げ
て

も
ら
っ
た
た
め
収
支
状
況
は
改
善
さ

れ
る
見
込
み
で
あ
る
。

　

平
均
工
賃
は
あ
か
つ
き
授
産
所
に

お
い
て
３
２
、
０
０
０
円
、
ス
ペ
ー

ス
・
ま
ど
か
で
は
１
６
、
０
０
０
円

だ
っ
た
。
ま
た
就
労
継
続
支
援
Ａ
型

（
雇
用
型
）
あ
か
つ
き
作
業
所
平
均

賃
金
は
１
４
４
、０
０
０
円
だ
っ
た
。

　

指
定
管
理
施
設
で
あ
る
瑞
穂
町
福

祉
作
業
所
さ
く
ら
は
開
所
２
年
目
を

経
過
し
た
。
昨
年
４
月
は
24
名
の
現

員
数
だ
っ
た
が
今
年
３
月
末
は
25
名

の
現
員
数
だ
っ
た
。
23
年
度
は
工
賃

ア
ッ
プ
を
目
標
に
掲
げ
従
来
の
作
業

の
他
、
新
た
に
梅
干
し
容
器
の
ペ
ー

パ
ー
巻
き
作
業
の
受
注
や
自
作
カ
レ

ン
ダ
ー
の
販
売
等
行
い
、
前
年
度
の

平
均
工
賃
１
１
、
０
０
０
円
か
ら
１

６
、
５
０
０
円
ま
で
上
げ
る
こ
と
が

出
来
た
。

●
地
域
福
祉

　

昨
年
12
月
よ
り
瑞
穂
町
と
の
委
託

契
約
で
、
瑞
穂
町
障
害
者
就
労
支
援

セ
ン
タ
ー
を
開
所
し
た
。
瑞
穂
町
ふ

れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
（
瑞
穂
町
社
会
福

祉
協
議
会
）
１
階
に
セ
ン
タ
ー
が
入

り
瑞
穂
町
内
在
住
で
一
般
就
労
を
希

望
す
る
障
害
者
の
就
労
支
援
、
生
活

支
援
等
を
行
う
。
あ
か
つ
き
コ
ロ
ニ

ー
で
は
既
に
平
成
20
年
よ
り
武
蔵
村

　

皆
さ
ん
は
平
成
24
年
度
10
月
１
日

よ
り
障
害
者
虐
待
防
止
法
が
施
行
さ

れ
る
の
を
ご
存
知
で
す
か
？

　

去
る
3
月
19
日
東
京
都
障
害
者
虐

待
防
止
・
権
利
擁
護
研
修
に
行
っ
て

ま
い
り
ま
し
た
。
今
ま
で
は
児
童
虐

待
防
止
法
（
２
０
０
０
年
）、
高
齢

者
虐
待
防
止
法
（
２
０
０
５
年
）
が

施
行
さ
れ
て
お
り
、
い
ず
れ
に
せ
よ

こ
れ
で
よ
う
や
く
、
児
童
、
高
齢
者
、

障
害
者
に
対
す
る
虐
待
防
止
法
が
出

揃
っ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

一
、
研
修
内
容

　

こ
の
法
律
に
お
け
る
「
障
害
者
の

定
義
」
は
障
害
者
基
本
法
第
二
条
第

1
号
で
規
定
さ
れ
る
障
害
者
と
い
う

こ
と
で
す
が
、
つ
ま
り
身
体
・
知
的
・

精
神
・
そ
の
他
（
手
帳
な
し
の
方
も

含
む
）
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
法
律
の
特
徴
と
し
て
あ
げ
ら

れ
る
の
は
、
①
発
見
者
は
通
報
義
務

が
あ
る
（
罰
則
は
な
し
）②
学
校
・

保
育
所
・
医
療
機
関
は
対
象
外
（
通

報
し
て
は
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
で

は
な
い
）③
障
害
者
福
祉
施
設
従
事

者
等
に
よ
る
障
害
者
虐
待
及
び
使
用

者
に
よ
る
障
害
者
虐
待
の
明
記
（
児

童
虐
待
防
止
法
に
は
な
い
）④
18
歳

未
満
の
障
害
者
は
対
象
外
（
児
童
虐

待
防
止
法
優
先
）⑤
レ
ス
パ
イ
ト
ケ

ア
の
必
要
性
の
明
記
等
が
あ
げ
ら
れ

ま
す
。
ま
た
、
立
ち
入
り
調
査
権
限

の
整
理
も
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
か
ら

も
就
職
者
が
増
え
る
で
あ
ろ
う
企
業

は
労
働
局
が
所
管
と
な
っ
て
い
る
よ

う
で
す
。

　

で
は
ど
う
い
う
も
の
が
虐
待
な
の

か
、
法
律
的
に
は
「
保
護
・
監
督
す

べ
き
権
限
や
責
務
の
あ
る
立
場
の
人

か
ら
の
権
限
の
乱
用
（
不
適
切
な
使

用
）」
と
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
具

体
的
に
い
え
ば
、
家
庭
（
親
）、
施

設（
職
員
）、職
場（
経
営
者
・
管
理
者
・

責
任
者
等
）
を
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
て
お

り
、
虐
待
の
種
類
に
つ
い
て
は
、
大

き
く
分
け
る
と
５
類
型
に
分
類
さ
れ

①
身
体
的
虐
待
②
心
理
的
虐
待
③
性

的
虐
待
④
経
済
的
虐
待
⑤
ネ
グ
レ
ク

ト
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
こ

で
は
誌
面
の
都
合
も
あ
り
そ
れ
ぞ
れ

の
解
説
は
避
け
ま
す
が
こ
れ
ら
以
外

に
も
い
く
つ
か
法
律
の
内
容
説
明
が

あ
り
、
ま
た
午
後
の
研
修
に
お
い
て

は
現
在
も
虐
待
は
無
く
な
っ
て
い
な

い
と
し
て
、
い
く
つ
か
の
耳
を
ふ
さ

ぎ
た
く
な
る
よ
う
な
事
件
の
事
例

（
白
河
育
成
園
事
件
、
カ
リ
タ
ス
の

家
事
件
等
）
を
虐
待
に
関
わ
っ
て
お

ら
れ
る
弁
護
士
の
方
も
含
め
た
当
事

者
の
方
々
よ
り
紹
介
が
あ
り
ま
し

た
。
驚
い
た
こ
と
に
現
在
進
行
形
で

そ
う
い
っ
た
事
件
も
あ
る
と
い
う
こ

と
で
す
。

　

二
、
当
法
人
に
お
け
る
留
意
事
項

　

特
に
研
修
に
お
い
て
も
言
わ
れ
て

お
り
ま
し
た
が
、
施
設
の
職
員
は
発

見
し
や
す
い
立
場
に
い
る
た
め
虐
待

を
う
け
た
で
あ
ろ
う
障
害
者
を
発
見

し
た
も
の
に
つ
い
て
は
市
町
村
へ
の

通
報
義
務
が
あ
る
こ
と
、
ま
た
虐
待

に
関
す
る
苦
情
処
理
体
制
の
明
記
及

び
周
知
、
運
営
規
定
に
基
づ
い
て
選

定
す
る
虐
待
の
防
止
に
関
す
る
責
任

者
の
配
置
等
と
い
う
こ
と
に
は
な
り

ま
す
。
当
法
人
に
お
い
て
は
実
際
に

虐
待
は
な
い
も
の
と
思
っ
て
は
い
ま

す
が
、
実
は
自
分
た
ち
は
虐
待
と
思

っ
て
い
な
い
こ
と
も
虐
待
と
し
て
扱

わ
れ
る
こ
と
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
そ
の
一
つ
が
例
え
ば
「
自
傷
他

害
行
為
に
関
す
る
行
動
抑
制
」
が
あ

げ
ら
れ
ま
す
。
ど
こ
の
施
設
で
も
日

常
的
に
起
こ
り
う
る
こ
と
で
は
あ
り

ま
す
が
、
行
動
抑
制
と
は
「
正
当
な

理
由
な
く
身
体
拘
束
す
る
こ
と
」
で

す
が
、
こ
れ
は
単
に
縛
っ
た
り
抱
え

た
り
と
い
う
意
味
の
拘
束
だ
け
で
は

な
く
本
人
の
意
思
で
空
け
る
こ
と
の

で
き
な
い
居
室
等
へ
の
隔
離
も
含
み

ま
す
。
ま
た
他
に
も
自
宅
謹
慎
等
必

要
な
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
受
給
の
制
限

を
設
け
る
こ
と
も
虐
待
に
含
ま
れ
ま

す
。

　

で
は
、
や
む
を
得
ず
の
場
合
ど
う

す
れ
ば
い
い
の
で
し
ょ
う
か
。
こ
れ

に
は
い
く
つ
か
の
条
件
と
手
続
き
が

あ
げ
ら
れ
ま
す
。
ま
ず
第
一
に
①
切

迫
性
②
非
代
替
え
性
③
一
時
性
と
い

う
三
つ
の
条
件
を
す
べ
て
満
た
す
必

要
が
あ
り
ま
す
。
①
は
緊
急
度
が
高

い
か
、
②
は
他
に
方
法
が
な
い
か
、③

永
続
的
で
な
い
か
、
と
い
う
こ
と
で

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
手
続
き
と
し
て

は
①
個
別
支
援
会
議
等
に
お
い
て
組

織
と
し
て
検
討
し
て
い
る
か
（
管
理

者
・
サ
ー
ビ
ス
管
理
責
任
者
・
虐
待

防
止
責
任
者
が
出
席
）、
②
個
別
支

援
計
画
書
に
行
動
抑
制
の
様
態
及
び

時
間
、
緊
急
や
む
得
な
い
理
由
の
記

載
、
さ
ら
に
行
動
抑
制
解
消
に
む
け

て
の
取
り
組
み
方
針
及
び
目
標
を
明

記
の
上
、
本
人
及
び
養
護
者
に
十
分

な
説
明
と
了
解
同
意
を
得
る
こ
と
、

等
が
必
要
で
、
そ
れ
で
も
や
む
得
ず

実
際
に
行
動
抑
制
し
た
場
合
は
、
そ

の
時
の
様
態
、
及
び
時
間
、
そ
の
際

の
利
用
者
の
心
身
の
状
況
並
び
に
緊

急
や
む
得
な
い
事
由
の
記
録
を
し
っ

か
り
と
る
こ
と
が
必
要
と
さ
れ
て
い

ま
す
。（
厚
労
省
参
考
資
料
よ
り
）

　

三
、
終
わ
り
に

　

な
ぜ
、
障
害
者
の
虐
待
に
関
す
る

法
律
が
こ
う
も
遅
れ
て
で
き
た
の
か

不
思
議
で
し
た
が
、
こ
れ
は
ど
う
も

学
校
・
医
療
関
係
、
特
に
医
療
業
界

か
ら
の
反
発
が
大
き
く
中
々
合
意
が

得
ら
れ
ず
こ
の
よ
う
な
形
に
な
っ
た

と
研
修
で
は
お
っ
し
ゃ
っ
て
お
り
ま

し
た
。
確
か
に
い
ろ
い
ろ
難
し
い
部

分
は
あ
り
そ
う
で
す
が
ぜ
ひ
連
動
し

て
い
く
よ
う
な
形
に
な
れ
ば
と
思
い

ま
す
。
ま
た
、こ
の
研
修
を
通
し
て
、

虐
待
は
悪
意
が
あ
る
な
い
に
か
か
わ

ら
ず
ど
こ
で
も
起
こ
る
可
能
性
の
あ

る
こ
と
、
日
常
的
な
我
々
職
員
の
行

動
が
不
測
に
利
用
者
の
方
に
痛
み
を

与
え
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
と
い
う

視
点
を
も
ち
、
常
に
チ
ェ
ッ
ク
し
あ

う
体
制
が
重
要
と
あ
ら
た
め
て
感

じ
、
襟
を
正
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

山
市
障
害
者
就
労
支
援
セ
ン
タ
ー
と

ら
い
を
運
営
し
て
お
り
、
そ
の
ノ
ウ

ハ
ウ
が
生
か
せ
る
事
業
で
あ
る
。
平

成
23
年
度
は
立
ち
上
げ
期
間
と
い
う

こ
と
も
あ
り
一
般
就
職
者
は
出
せ
な

か
っ
た
が
３
月
末
時
点
で
の
登
録
者

は
16
名
だ
っ
た
。

　

武
蔵
村
山
市
障
害
者
就
労
支
援
セ

ン
タ
ー
と
ら
い
は
平
成
23
年
度
新
規

登
録
者
が
35
名
増
え
、
登
録
者
全
体

数
が
１
７
０
名
と
な
り
、
一
般
就
職

者
を
29
名
出
す
こ
と
が
で
き
た
。

　

と
ら
い
は
開
所
４
年
が
経
過
し
た

が
毎
年
一
般
就
職
者
を
20
名
以
上
出

し
て
お
り
、
登
録
者
も
多
く
抱
え
非

常
に
忙
し
い
状
況
で
あ
る
。
就
労
支

援
は
就
労
の
基
盤
と
な
る
生
活
支

援
、
継
続
し
て
就
労
が
続
け
ら
れ
る

よ
う
支
援
す
る
定
着
支
援
等
、
そ
の

内
容
は
様
々
で
あ
り
、
武
蔵
村
山
市

内
に
お
い
て
認
知
度
も
上
が
り
非
常

に
高
い
評
価
を
受
け
て
い
る
。

　

前
年
度
に
引
き
続
き
、
武
蔵
村
山

市
障
害
程
度
区
分
審
査
会
へ
職
員
を

派
遣
、
武
蔵
村
山
市
自
立
支
援
協
議

会
へ
の
職
員
派
遣
を
行
い
地
域
福
祉

向
上
へ
の
取
り
組
み
に
協
力
し
た
。

ま
た
市
内
福
祉
作
業
所
と
連
携
を
と

り
、
障
害
者
の
就
労
支
援
の
向
上
を

目
指
し
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
作
り
を
推

進
し
た
。

あ
か
つ
き
作
業
所

　

施
設
長　

永
井　

眞

研修報告

虐
待
防
止
法
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山
市
障
害
者
就
労
支
援
セ
ン
タ
ー
と

ら
い
を
運
営
し
て
お
り
、
そ
の
ノ
ウ

ハ
ウ
が
生
か
せ
る
事
業
で
あ
る
。
平

成
23
年
度
は
立
ち
上
げ
期
間
と
い
う

こ
と
も
あ
り
一
般
就
職
者
は
出
せ
な

か
っ
た
が
３
月
末
時
点
で
の
登
録
者

は
16
名
だ
っ
た
。

　

武
蔵
村
山
市
障
害
者
就
労
支
援
セ

ン
タ
ー
と
ら
い
は
平
成
23
年
度
新
規

登
録
者
が
35
名
増
え
、
登
録
者
全
体

数
が
１
７
０
名
と
な
り
、
一
般
就
職

者
を
29
名
出
す
こ
と
が
で
き
た
。

　

と
ら
い
は
開
所
４
年
が
経
過
し
た

が
毎
年
一
般
就
職
者
を
20
名
以
上
出

し
て
お
り
、
登
録
者
も
多
く
抱
え
非

常
に
忙
し
い
状
況
で
あ
る
。
就
労
支

援
は
就
労
の
基
盤
と
な
る
生
活
支

援
、
継
続
し
て
就
労
が
続
け
ら
れ
る

よ
う
支
援
す
る
定
着
支
援
等
、
そ
の

内
容
は
様
々
で
あ
り
、
武
蔵
村
山
市

内
に
お
い
て
認
知
度
も
上
が
り
非
常

に
高
い
評
価
を
受
け
て
い
る
。

　

前
年
度
に
引
き
続
き
、
武
蔵
村
山

市
障
害
程
度
区
分
審
査
会
へ
職
員
を

派
遣
、
武
蔵
村
山
市
自
立
支
援
協
議

会
へ
の
職
員
派
遣
を
行
い
地
域
福
祉

向
上
へ
の
取
り
組
み
に
協
力
し
た
。

ま
た
市
内
福
祉
作
業
所
と
連
携
を
と

り
、
障
害
者
の
就
労
支
援
の
向
上
を

目
指
し
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
作
り
を
推

進
し
た
。

貸借対照表（平成24年３月31日現在）
（単位：円）

資　　産　　の　　部 負　　債　　の　　部

勘定科目 当年度末 前年度末 増減 勘定科目 当年度末 前年度末 増減

流動資産 130,311,673 127,435,463 4,131,389 流動負債 29,851,323 37,851,274 △ 7,999,951

現金 634,659 548,535 96,028 未払金 33,199,903 40,823,998 △ 7,624,095

普通預金 65,851,630 63,259,424 3,837,481 預り金 237,903 161,547 76,356

当座預金 294,786 294,786 0 前受金 152,145 1,306,500 △ 1,154,355

定期預金 11,329,730 11,290,872 38,858 仮受金 5,699,682 5,122,905 576,777

郵便貯金 750,112 749,877 235 あかつき作業所勘定（流動負
債） △ 9,842,347 △ 7,951,338 △ 1,891,009

受取手形 120,370 680,543 △ 560,173 あかつき授産所勘定（流動負
債） 404,037 △ 1,612,338 2,016,375

売掛金 14,957,529 21,992,933 △ 7,035,404 固定負債 16,500,000 20,980,000 △ 4,480,000

商品・製品 824,622 754,520 70,102 設備資金借入金 16,500,000 20,980,000 △ 4,480,000

原材料 3,182,216 1,642,482 1,539,734 負債の部合計 46,351,323 58,831,274 △ 12,479,951

未収金 38,235,939 28,486,346 9,749,593

立替金 3,558,835 7,298,821 △ 3,739,986 純　資　産　の　部

前払金 9,555 0 9,555 基本金 156,178,608 156,178,608 0

事業所勘定（流動） △ 9,438,310 △ 9,563,676 125,366 基本金 156,178,608 156,178,608 0

固定資産 283,048,999 300,468,636 △ 17,419,637 国庫補助金等特別積立金 128,348,466 133,373,115 △ 5,024,649

基本財産 213,300,727 221,463,702 △ 8,162,975 国庫補助金等特別積立金 128,348,466 133,373,115 △ 5,024,649

建物 120,079,865 128,242,840 △ 8,162,975 その他の積立金 27,302,505 31,168,505 △ 3,866,000

土地 92,920,862 92,920,862 0 備品購入積立金 6,314,667 6,314,667 0

基本財産特定預金 300,000 300,000 0 修繕積立金 10,228,988 11,094,988 △ 866,000

その他の固定資産 69,748,272 79,004,934 △ 9,256,662 人件費積立金 6,922,644 9,922,644 △ 3,000,000

構築物 540,000 675,000 △ 135,000 基本特定積立金 300,000 300,000 0

機械及び装置 29,289,134 36,676,300 △ 7,387,166 移行時特別積立金 3,536,206 3,536,206 0

車両運搬具 3,091,946 4,660,682 △ 1,568,736 次期繰越活動収支差額 55,179,770 48,352,597 6,827,173

器具及び備品 9,646,973 5,946,733 3,700,240 次期繰越活動収支差額 55,179,770 48,352,597 6,827,173

権利 177,714 177,714 0 （うち当期活動収支差額） 2,961,173 △ 8,758,102 11,719,275

備品購入積立預金 6,314,667 6,314,667 0

修繕積立預金 10,228,988 11,094,988 △ 866,000

人件費積立預金 6,922,644 9,922,644 △ 3,000,000

移行時特別積立預金 3,536,206 3,536,206 0 純資産の部合計 367,009,349 369,072,825 △ 2,063,476

資産の部合計 413,360,672 427,904,099 △ 13,288,248 負債及び純資産の部合計 413,360,672 427,904,099 △ 14,543,427
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新人紹介新人紹介

みなさん
　よろしくお願い
　　　　 しま～す！！

■７月１日より作業部一課に
入りました。物を作ったりす
ることが好きなので、エレメ
ント作業をがんばります。
　よろしくお願いします。

作業部一課　井出幸司

■高校の時にマネージャーを
やってたのと絵を描くのが
好きなので人の笑顔が見れ
るような仕事が出来るよう
にがんばりたいです。
　よろしくお願いします。

就労移行　青木志穂

■５月21日からセルプあかつ
きにおせわになる五十嵐秀
人です。高校の時に生徒会
役員をやっていました。みな
さんのおやくにたてたらと
思っています。
就労移行　五十嵐秀人

■私が入所したきっかけは、前の職場で突然の契約不
可で自信を失っていたところ、支援センターの方か
らあかつきコロニーを進められたからです。今度就
職したら職場で精一杯活躍するためにも、利用者の
方達とコミュニケーションを育みながら努力してい
きたいと思います。みなさんよろしくお願いします。

就労移行　松村英明

■僕は、セルプあかつきに入っ
てもう３ヶ月たとうとしてい
ます。自分にとっては、まだま
だ分らないところもあります
けれどセルプの皆様が助け
てくれるので、助かってます。

就労移行　鈴木智大

■４月から入社しました。いっ
しょうけんめいがんばります。

就労移行　川口哲平

■今年の４月から就労移行支援セル
プあかつきで仕事をする、榎本裕
太です。一般就労にむけて頑張り
たい事はセルプあかつきの仕事を
早く覚えて企業に行きたいと思っ
てますので宜しくお願いします。

就労移行　榎本裕太

■５月１日付けで入職した高
橋です。

　釣りや温泉などが趣味です。
どうぞよろしくお願いします。

まどか　高橋一也

■4月よりセルプあかつきにて
働かせて頂いています小俣
俊弥と言います。

　毎日笑顔であいさつをモット
ーに頑張っています。
　皆さんよろしくお願いします。

就労移行　小俣俊弥

■六月一日より勤務しています稲場和枝
です。覚えることが沢山あるなかで
日々頭をフル回転させながら一つず
つ身に付けていきたいと思います。皆
様には何かとご迷惑をおかけするか
と思いますがよろしくお願い致します。

とらい　稲場和枝

■４月よりまどかで働いていま
す米倉と申します。
　福祉は初めてなので戸惑う
毎日ですが、精進できるよう
頑張ります。

まどか　米倉正人

行
事
委
員　

笹
目　

信
一

　

毎
年
恒
例
と
な
っ
て
い
ま
す
、
春
季
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
で
昨
年
同
様
に
サ
イ
ボ
ク
ハ
ム
に
５
月
19
日

（
土
曜
日
）に
行
き
、
一
日
楽
し
ん
で
き
ま
し
た
。天
候

も
昨
年
同
様
に
晴
れ
て
暑
い
く
ら
い
の
陽
気
で
し
た
。

今
年
も
多
く
の
方
々
に
参
加
し
て
も
ら
い
、
総
勢
79

名
で
行
っ
て
き
ま
し
た
。場
所
は
、埼
玉
県
の
日
高
市

で
緑
に
囲
ま
れ
た
自
然
豊
か
な
よ
い
場
所
で
す
。レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
メ
イ
ン
は
、
サ
イ
ボ
ク
レ
ス
ト
ラ

ン
で
の
焼
肉
に
な
り
ま
す
。今
年
は
、
焼
肉
と
野
菜
、

ご
飯
・
焼
き
そ
ば
と
言
っ
た
ボ
リ
ュ
ー
ム
た
っ
ぷ
り

の
食
事
で
し
た
。各
テ
ー
ブ
ル
手
際
よ
く
お
肉
や
野

菜
を
焼
い
て
食
べ
、
次
に
焼
き
そ
ば
を
作
り
美
味
し

く
頂
き
ま
し
た
。食
後
は
、
各
自
、
買
い
物
や
ア
イ
ス

ク
リ
ー
ム
な
ど
を
食
べ
る
な
ど
自
由
な
時
間
を
過
ご

し
ま
し
た
。レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
良
さ
は
、
普
段
と

は
違
い
、
職
場
を
離
れ
日
頃
あ
ま
り
交
流
出
来
な
い

方
々
な
ど
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
取
れ
る
こ
と

で
す
。み
な
さ
ん

良
い
思
い
出
を

作
る
事
が
出
来

た
と
思
い
ま
す
。

事
故
も
な
く
計

画
通
り
に
進
め

る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。来
年
の

春
季
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
が
楽

し
み
で
す
。
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●

●

●
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平
成
24
年
度
事
業
計
画

平
成
24
年
度
事
業
計
画

●
福
祉
事
業
活
動

　

あ
か
つ
き
コ
ロ
ニ
ー
も
今
年
で
創

立
44
年
目
を
迎
え
る
。
結
核
回
復
者

の
働
く
場
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
当

法
人
も
昭
和
の
時
代
は
身
体
障
害
者

の
施
設
と
し
て
長
く
運
営
し
て
き
た

が
、
平
成
に
入
り
精
神
障
害
者
や
知

的
障
害
者
の
施
設
と
し
て
の
分
野
も

広
が
り
、
現
在
１
２
０
名
程
の
利
用

者
が
通
い
、
障
害
種
別
も
三
障
害
同

比
率
の
構
成
と
な
っ
て
い
る
。
長
い

歴
史
を
持
て
ば
や
は
り
建
物
の
老
朽

が
進
む
こ
と
は
致
し
方
な
く
、
そ
ろ

そ
ろ
建
て
替
え
を
視
野
に
入
れ
た
法

人
経
営
が
必
要
で
、
如
何
に
資
金
を

蓄
え
て
い
く
か
が
今
後
の
大
き
な
課

題
で
、
今
年
度
は
そ
の
第
一
歩
と
位

置
付
け
て
い
る
。

　

就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
あ
か
つ
き
授

産
所
に
お
い
て
現
員
数
が
38
名
と
な

る
た
め
定
員
を
現
在
の
30
名
か
ら
40

名
に
増
や
す
。
あ
か
つ
き
授
産
所
は

就
労
移
行
支
援
セ
ル
プ
あ
か
つ
き
の

就
職
で
き
な
か
っ
た
利
用
者
の
受
け

皿
と
し
て
の
役
割
を
持
ち
少
し
ず
つ

現
員
数
が
増
え
て
い
る
。

　

一
方
ス
ペ
ー
ス
・
ま
ど
か
に
お
い

て
も
就
労
移
行
10
名
、
就
労
継
続
Ｂ

型
20
名
の
計
30
名
定
員
で
一
年
間
行

っ
て
き
た
が
、
就
職
等
で
就
労
移
行

支
援
現
員
数
が
減
り
Ｂ
型
利
用
者
が

増
え
て
き
た
こ
と
も
あ
り
、
実
態
に

合
わ
せ
就
労
移
行
６
名
、
就
労
継
続

Ｂ
型
24
名
、
計
30
名
定
員
に
変
更
す

る
。

　

上
記
二
施
設
と
も
３
月
中
に
定
員

変
更
申
請
を
済
ま
せ
４
月
か
ら
の
変

更
と
な
っ
た
。

　

ス
ペ
ー
ス
・
ま
ど
か
は
精
神
障
害

者
に
絞
っ
た
支
援
を
行
っ
て
い
る
が

障
害
特
性
上
出
勤
率
が
低
く
今
年
度

も
事
業
運
営
安
定
化
補
助
を
受
け
ざ

る
を
得
な
い
状
態
が
続
く
見
込
み
だ

が
、
事
業
運
営
安
定
化
補
助
も
24
年

度
ま
で
で
終
了
す
る
可
能
性
も
あ

り
、
事
業
運
営
安
定
化
補
助
を
受
け

ず
に
運
営
が
で
き
る
状
態
に
早
急
に

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　

就
労
移
行
支
援
セ
ル
プ
あ
か
つ
き

も
従
来
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
継
続
し
一

人
で
も
多
く
就
職
者
を
出
す
努
力
を

し
て
い
く
。

　

昨
年
耐
震
診
断
を
東
京
都
の
補
助

を
受
け
て
実
施
し
た
。
対
象
建
物
は

本
館
（
４
階
建
昭
和
52
年
竣
工
）
と

作
業
棟（
３
階
建
昭
和
49
年
竣
工
）で
、

結
果
は
両
棟
と
も
耐
震
性
に
疑
問
あ

り
だ
っ
た
。
そ
の
後
耐
震
補
強
工
事

に
向
け
て
準
備
を
進
め
て
き
た
が
、

補
強
工
事
に
か
か
る
見
積
り
が
４
５

０
０
万
円
と
出
て
い
る
。
今
後
東
京

都
補
助
金
の
申
請
や
借
入
れ
（
福
祉

医
療
機
構
）
を
検
討
し
て
い
く
が
、

金
額
が
大
き
い
だ
け
に
自
己
負
担
額

や
償
還
金
額
等
ど
の
程
度
に
な
る
か

が
課
題
で
あ
る
。
今
年
度
実
施
で
き

る
か
現
段
階
は
未
定
だ
が
各
方
面
と

相
談
し
な
が
ら
検
討
し
て
い
く
。

　

今
年
度
は
第
三
者
評
価
を
全
施
設

で
実
施
し
て
い
く
。
前
年
度
は
実
施

し
な
か
っ
た
の
で
２
年
ぶ
り
の
実
施

と
な
る
が
、
評
価
シ
ー
ト
も
昨
年
か

ら
障
害
者
自
立
支
援
法
の
施
設
体
系

に
沿
っ
た
内
容
に
な
っ
て
い
る
。
瑞

穂
町
福
祉
作
業
所
さ
く
ら
は
初
め
て

の
第
三
者
評
価
実
施
と
な
る
。

　

社
会
福
祉
法
人
新
会
計
へ
の
移
行

を
平
成
25
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
け

る
よ
う
研
究
と
準
備
を
進
め
て
い
く
。

●
就
労
支
援
事
業
活
動

　

事
業
関
係
で
は
今
年
度
も
非
常
に

厳
し
い
状
況
は
否
め
な
い
。
オ
イ
ル

エ
レ
メ
ン
ト
事
業
は
自
動
車
部
品
の

た
め
円
高
等
で
今
年
度
も
厳
し
い
状

況
が
続
く
と
思
わ
れ
る
。
電
気
自
動

車
の
普
及
も
気
に
な
る
が
中
期
的
に

は
ま
だ
需
要
も
あ
り
業
界
の
動
向
に

注
視
し
て
い
く
。
受
け
た
仕
事
は
丁

寧
な
仕
事
を
心
掛
け
、
納
期
を
し
っ

か
り
守
っ
て
取
り
組
み
、
工
賃
を
上

げ
ら
れ
る
よ
う
努
力
し
て
い
く
。

　

ウ
エ
ス
事
業
も
大
口
の
取
引
先
の

倒
産
等
で
売
上
げ
に
影
響
を
及
ぼ
し

収
益
が
落
ち
て
い
る
。
４
月
か
ら
利

用
者
数
が
増
え
る
た
め
仕
事
の
確
保

が
必
要
と
な
る
。
今
年
度
か
ら
職
員

配
置
を
増
や
し
納
品
業
務
を
担
う
こ

と
に
な
る
一
方
、
統
括
営
業
部
と
協

力
し
新
規
開
拓
と
作
業
の
効
率
化
を

は
か
る
こ
と
で
売
上
と
加
工
高
を
上

げ
る
こ
と
を
目
指
し
、
工
賃
を
上
げ

て
い
け
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
く
。

　

印
刷
事
業
は
市
場
の
縮
小
と
長
期

に
及
ぶ
不
況
も
重
な
り
非
常
に
厳
し

い
状
況
に
あ
る
。
特
に
デ
フ
レ
に
よ

る
価
格
の
低
下
で
売
上
げ
が
落
ち
込

む
一
方
、
材
料
費
や
消
耗
品
等
の
価

格
上
昇
で
収
支
バ
ラ
ン
ス
が
取
れ
な

く
な
っ
て
い
る
。
昨
年
下
半
期
に
２

名
の
人
員
の
削
減
を
行
っ
た
と
こ
ろ

だ
が
、
何
と
か
収
支
バ
ラ
ン
ス
が
と

れ
る
よ
う
努
力
し
て
い
く
。

　

昨
年
か
ら
始
ま
っ
た
武
蔵
村
山
市

と
の
委
託
契
約
に
よ
る
紙
お
む
つ
給

付
事
業
も
継
続
し
て
行
っ
て
い
く
。

就
労
移
行
支
援
の
作
業
種
目
と
し
て

行
っ
て
お
り
、
利
用
者
の
ス
キ
ル
向

上
に
も
繋
が
っ
て
い
る
。

　

そ
の
他
作
業
も
同
様
で
事
業
全
体

が
厳
し
い
状
況
に
置
か
れ
て
い
る
が
、

　

今
年
度
か
ら
新
た
な
工
賃
向
上
計

画
も
始
ま
り
、
少
し
で
も
高
い
工
賃
の

支
給
を
目
指
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

　

ス
ペ
ー
ス
・
ま
ど
か
に
お
い
て
革

細
工
作
業
と
名
刺
印
刷
作
業
を
新
規

事
業
と
し
て
行
っ
て
い
く
。
東
京
都

障
害
者
自
立
基
盤
整
備
補
助
に
よ
り

今
年
２
月
に
機
器
の
設
備
が
完
了
し

て
い
る
。
ス
ペ
ー
ス
・
ま
ど
か
で
は

事
業
運
営
安
定
化
補
助
を
受
け
ず
に

事
業
運
営
が
出
来
る
様
、
体
制
を
整

え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
ず
利
用
者

数
を
上
げ
て
い
く
取
り
組
み
が
必
要

で
、
上
記
作
業
は
自
分
の
ペ
ー
ス
で

出
来
る
作
業
と
し
て
精
神
障
害
者
向

き
で
あ
る
。
利
用
者
の
確
保
を
図
る

と
共
に
ス
キ
ル
を
上
げ
て
い
く
訓
練

と
販
売
ル
ー
ト
の
開
拓
等
課
題
は
あ

る
が
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

●
地
域
福
祉

　

昨
年
に
引
き
続
き
武
蔵
村
山
市
障

害
者
就
労
支
援
セ
ン
タ
ー
「
と
ら
い
」

の
受
託
を
続
け
て
い
く
。
今
年
で
４

年
目
に
な
る
が
毎
年
就
職
者
数
で

2
0
名
以
上
出
し
て
お
り
軌
道
に
乗

っ
て
い
る
。
昨
年
1
2
月
に
開
所
し

た
瑞
穂
町
障
害
者
就
労
支
援
セ
ン
タ

ー
と
合
わ
せ
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
や
他

の
支
援
機
関
と
連
携
を
強
化
し
障
害

者
の
就
労
支
援
を
進
め
て
い
く
。

　

武
蔵
村
山
市
障
害
程
度
区
分
審
査

会
へ
の
委
員
派
遣
、
武
蔵
村
山
市
自

立
支
援
協
議
会
委
員
の
派
遣
も
継
続

し
て
行
っ
て
い
く
。
ま
た
市
内
の
福

祉
作
業
所
や
関
係
団
体
と
連
携
を
は

か
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
を
推
進
し
、

地
域
の
一
層
の
就
労
支
援
の
向
上
を

図
っ
て
い
く
。

　

４
月
よ
り
相
談
支
援
の
強
化
が
は

か
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、
福
祉
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
す
る
全
て
の
障
害
者
に

サ
ー
ビ
ス
等
利
用
計
画
の
作
成
が
必

要
と
な
る
。
サ
ー
ビ
ス
等
利
用
計
画

を
作
成
す
る
に
は
指
定
特
定
相
談
支

援
事
業
者
の
指
定
を
市
よ
り
受
け
る

必
要
が
あ
り
早
急
に
検
討
し
て
い
く
。
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東
日
本
大
震
災

　

被
災
地
職
員
派
遣
報
告

東
日
本
大
震
災

　

被
災
地
職
員
派
遣
報
告

新
任
職
員
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修

　
　

瑞
穂
町
福
祉
作
業
所
さ
く
ら

　

竹
内　

祐
治

　

平
成
23
年
度
か
ら
三
回
に
渡
り
行

わ
れ
た
研
修
に
つ
い
て
報
告
し
ま

す
。
入
職
し
て
一
年
目
の
職
員
を
対

象
と
し
た
研
修
で
、
三
回
の
研
修
を

通
し
「
利
用
者
さ
ん
の
立
場
に
た
っ

て
（
利
用
者
主
体
）
支
援
を
行
う
」

事
を
テ
ー
マ
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
今

回
は
、
グ
ル
ー
プ
の
目
標
で
「
職
員

都
合
で
ル
ー
ル
は
決
め
な
い
利
用
者

主
体
で
支
援
を
行
う
」
と
掲
げ
た
目

標
を
振
り
返
り
各
個
人
で
出
来
た

事
、
出
来
な
か
っ
た
事
を
発
表
し
ま

し
た
。

　

出
来
た
事
、
利
用
者
を
敬
う
気
持

ち
が
増
し
利
用
者
に
安
心
感
や
信
頼

関
係
を
築
く
事
が
出
来
た
。
逆
に
出

来
な
か
っ
た
事
、
職
員
都
合
で
利
用

者
さ
ん
を
待
た
せ
る
事
が
何
度
も
あ

っ
た
。
と
言
っ
た
意
見
が
あ
げ
ら
れ

ま
し
た
。
グ
ル
ー
プ
内
の
メ
ン
バ
ー

で
同
じ
形
態
の
施
設
の
方
は
誰
一
人

い
な
か
っ
た
わ
け
で
す
が
、
皆
の
意

見
を
集
約
す
る
と
同
じ
様
な
意
見
が

多
か
っ
た
で
す
。
今
後
こ
の
テ
ー
マ

を
日
常
業
務
の
際
、
思
い
出
し
利
用

者
支
援
に
役
立
て
て
い
き
ま
す
。

　

次
に
「
新
任
職
員
の
ス
テ
ッ
プ
ア

ッ
プ
講
義
」
が
あ
り
ま
し
た
。
講
師

が
綿　

祐
二
氏
で
文
教
学
院
大
学
人

間
学
部
人
間
福
祉
学
科
教
授
、
更
に

社
会
福
祉
法
人
睦
月
会
理
事
長
の
肩

書
が
あ
る
講
師
で
す
。
我
々
一
般
人

が
近
寄
り
が
た
い
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り

ま
す
が
実
際
は
若
々
し
く
お
し
ゃ
れ

で
紳
士
な
講
師
で
し
た
。
綿
氏
自
身

も
身
内
で
自
分
以
外
全
員
障
が
い
者

で
身
近
で
生
活
を
し
て
い
た
と
の
事

で
言
葉
一
つ
一
つ
に
重
み
が
あ
り
、

自
分
だ
け
障
が
い
な
く
生
ま
れ
た
の

は
奇
跡
で
毎
日
周
り
の
人
に
感
謝
し

な
が
ら
生
き
て
い
る
と
お
っ
し
ゃ
っ

て
い
ま
し
た
。

　

講
義
中
何
度
も
障
が
い
者
も
同
じ

人
間
で
あ
っ
て
た
ま
た
ま
障
が
い
が

あ
っ
た
だ
け
の
事
だ
と
わ
れ
わ
れ
に

訴
え
て
い
ま
し
た
。
ま
た
障
が
い
者

と
は
社
会
生
活
を
お
く
る
事
が
困
難

な
方
で
あ
り
わ
れ
わ
れ
施
設
職
員
は

す
べ
て
の
利
用
者
に
対
し
て
尊
厳
あ

る
ケ
ア
を
す
る
事
が
職
員
と
し
て
絶

対
的
使
命
だ
と
あ
り
ま
し
た
。
尊
厳

あ
る
ケ
ア
や
利
用
者
の
多
様
な
ニ
ー

ズ
に
呼
応
す
る
に
は
各
施
設
で
し
っ

か
り
と
し
た
施
設
方
針
と
職
員
間
の

連
携
や
意
識
の
確
認
を
行
っ
て
い
く

事
が
重
要
と
言
わ
れ
終
了
し
ま
し

た
。

　

三
回
の
研
修
は
間
違
い
な
く
自
分

を
高
め
る
良
い
研
修
で
し
た
。
今
後

も
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
で
き
る
研
修
は

積
極
的
に
参
加
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

鈴木理事長から藤野武蔵村山市長
へ

●
地
域
福
祉

　

昨
年
に
引
き
続
き
武
蔵
村
山
市
障

害
者
就
労
支
援
セ
ン
タ
ー
「
と
ら
い
」

の
受
託
を
続
け
て
い
く
。
今
年
で
４

年
目
に
な
る
が
毎
年
就
職
者
数
で
20

名
以
上
出
し
て
お
り
軌
道
に
乗
っ
て

い
る
。
昨
年
12
月
に
開
所
し
た
瑞
穂

町
障
害
者
就
労
支
援
セ
ン
タ
ー
と
合

わ
せ
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
や
他
の
支
援

機
関
と
連
携
を
強
化
し
障
害
者
の
就

労
支
援
を
進
め
て
い
く
。

　

武
蔵
村
山
市
障
害
程
度
区
分
審
査

会
へ
の
委
員
派
遣
、
武
蔵
村
山
市
自

立
支
援
協
議
会
委
員
の
派
遣
も
継
続

し
て
行
っ
て
い
く
。
ま
た
市
内
の
福

祉
作
業
所
や
関
係
団
体
と
連
携
を
は

か
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
を
推
進
し
、

地
域
の
一
層
の
就
労
支
援
の
向
上
を

図
っ
て
い
く
。

　

４
月
よ
り
相
談
支
援
の
強
化
が
は

か
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、
福
祉
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
す
る
全
て
の
障
害
者
に

サ
ー
ビ
ス
等
利
用
計
画
の
作
成
が
必

要
と
な
る
。
サ
ー
ビ
ス
等
利
用
計
画

を
作
成
す
る
に
は
指
定
特
定
相
談
支

援
事
業
者
の
指
定
を
市
よ
り
受
け
る

必
要
が
あ
り
早
急
に
検
討
し
て
い
く
。

サ
ー
ビ
ス
管
理
者　

大
滝　

実

　

４
月
１
日
よ
り
法
人
か
ら
人
事
異
動
で
さ
く
ら
に

来
て
か
ら
早
い
も
の
で
、
も
う
３
ヶ
月
が
経
過
し
ま

し
た
。
法
人
施
設
と
は
違
っ
た
雰
囲
気
の
中
、
初
め

に
思
っ
た
事
は
ご
利
用
者
・
職
員
共
「
元
気
」
と
い

う
印
象
を
受
け
ま
し
た
。
就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
に
所

属
す
る
の
は
４
年
振
り
で
ま
た
自
分
が
未
熟
な
為
、

皆
様
に
は
ご
迷
惑
を
お
掛
け
致
し
て
お
り
ま
す
。
し

か
し
、
毎
日
新
鮮
で
充
実
し
て
お
り
早
く
皆
さ
ん
と

馴
染
ん
で
い
け
た
ら
い
い
な
と
思
い
ま
す
。

　

早
速
で
す
が
瑞
穂
町
福
祉
作
業
所
さ
く
ら
の
近

況
報
告
を
致
し
ま
す
。
現
在
、
30
名
定
員
で
25
名
の

方
が
在
籍
し
て
お
り
、
施
設
内
・
外
の
作
業
に
従
事

し
日
々
、
忙
し
く
過
ご
し
て
お
り
ま
す
。
６
月
よ
り

新
規
作
業
と
し
て
菓
子
箱
折
を
受
託
し
、
ご
利
用
者

の
方
へ
作
業
提
供
し
て
お
り
ま
す
。
箱
の
表
面
に
は

ス
カ
イ
ツ
リ
ー
が
載
っ
て
お
り
、
会
話
の
中
で
「
行

っ
て
み
た
い
〜
！
」
と
元
気
に
日
帰
旅
行
先
と
し
て

希
望
を
出
す
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

　

行
事
で
は
５
月
に
「
春
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
」

と
し
て
智
高
山
公
園
こ
ど
も
動
物
園
・
サ
イ
ボ
ク
ハ

ム
に
行
き
ま
し
た
。
１
０
０
種
類
以
上
飼
育
さ
れ
て

お
り
、
小
規
模
な
が
ら
も
温
か
み
の
あ
る
動
物
園
で

し
た
。
サ
ル
に
餌
や
り
も
出
来
、
可
愛
い
子
猿
の
食

べ
る
様
子
は
と
て
も
愛
ら
し
い
光
景
で
癒
さ
れ
ま
し

瑞
穂
町
福
祉
作
業
所

　
　

さ
く
ら
近
況
報
告

た
。
ふ
れ
あ
い
広
場
も
あ
り
体
験
し
た
所
、
少
し
怖

が
っ
て
い
た
方
も
手
の
中
で
眠
っ
て
し
ま
う
ヒ
ヨ
コ

の
姿
を
見
て
、
優
し
く
撫
で
笑
み
を
浮
か
べ
て
い
ま

し
た
。
サ
イ
ボ
ク
ハ
ム
で
は
鉄
板
焼
を
食
べ
ま
し
た

が
、
普
段
料
理
を
し
な
い
一
部
の
男
性
職
員
の
手
際

に
ご
利
用
者
か
ら
料
理
指
導
を
受
け
悪
戦
苦
闘
し

て
焼
き
そ
ば
を
作
り
和
気
あ
い
あ
い
と
過
ご
し
ま
し

た
。
６
月
に
は
福
祉
運
動
会
に
出
席
し
沢
山
の
競
技

に
参
加
し
ま
し
た
。
競
技
中
助
け
合
う
場
面
や
仲
間

が
頑
張
っ
て
い
る
姿
に
大
声
を
上
げ
精
一
杯
、
応
援

す
る
姿
に
は
大
変
感
動
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
ご
利
用
者
の
方
々
の
元
気
な
様
子

を
皆
様
に
お
届
け
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

平
成
2
4
年
度
あ
か
つ
き
コ
ロ
ニ
ー
資
金
収
支
予
算
書

（
単
位
：
千
円
）

勘
　
　
定
　
　
科
　
　
目

合
　
計

本
　
部

セ
ル
プ
あ
か
つ
き

（
就
労
移
行
）

あ
か
つ
き
作
業
所

（
就
労
継
続
Ａ
）

あ
か
つ
き
授
産
所

（
就
労
継
続
Ｂ
）

ス
ペ
ー
ス
ま
ど
か

（
就
労
移
行
）

（
就
労
継
続
Ｂ
）

瑞
穂
町
福
祉
作
業
所

さ
く
ら

（
就
労
継
続
Ｂ
）

武
蔵
村
山
市
障
害
者

就
労
支
援
セ
ン
タ
ー

と
ら
い

瑞
穂
町
障
害
者

就
労
支
援
セ
ン
タ
ー

支収るよに動活業事援支労就

入　　収

印
刷
事
業
収
入

95
,40
0

88
,40
0

7,0
00

第
一
課
事
業
収
入

15
,50
0

10
,00
0

5,5
00

第
二
課
事
業
収
入

11
,00
0

11
,00
0

給
食
事
業
収
入

8,2
00

8,2
00

紙
オ
ム
ツ
事
業
収
入

18
,00
0

18
,00
0

そ
の
他
事
業
収
入（
武
蔵
村
山
）

4,7
00

20
0

4,5
00

さ
く
ら
作
業
部
事
業
収
入

4,8
00

4,8
00

就
労
支
援
事
業
収
入
計

15
7,
60
0

0
18
,2
00

96
,6
00

28
,0
00

10
,0
00

4,
80
0

0
0

出支
就
労
支
援
事
業
支
出

15
7,6
00

18
,20
0

96
,60
0

28
,00
0

10
,00
0

4,8
00

0
0

就
労
支
援
事
業
支
出
計

15
7,
60
0

0
18
,2
00

96
,6
00

28
,0
00

10
,0
00

4,
80
0

0
0

就
労
支
援
事
業
活
動
資
金
収
支
差
額

0
0

0
0

0
0

0
0

0

支収るよに動活業事祉福

入　　　　　　収

更
生
訓
練
費
・
通
所
交
通
費
収
入

37
0

0
13
0

0
24
0

0
0

0
0

管
理
費
収
入

38
,62
7

0
0

0
0

0
8,6
46

16
,25
6

13
,72
5

自
立
支
援
費
収
入

18
5,3
85

0
35
,00
0

16
,30
0

54
,60
0

40
,00
0

39
,48
5

0
0

利
用
者
負
担
金
収
入

3,3
00

0
85
0

38
0

1,1
80

89
0

0
0

0
経
常
経
費
補
助
金
収
入

27
,34
2

0
5,8
00

5,1
42

8,8
00

7,6
00

0
0

0
寄
付
金
収
入

43
0

30
0

10
0

10
0

10
10

0
0

借
入
金
利
息
補
助
金
収
入

13
0

13
0

0
0

0
0

0
0

0
雑
収
入

83
0

60
0

10
10
0

10
0

10
10

0
0

受
取
利
息
配
当
金
収
入

24
1

10
1

1
10

1
0

0
経
理
区
分
間
繰
入
金
収
入

5,0
00

5,0
00

0
0

0
0

0
0

0
福
祉
事
業
収
入
計

26
1,
43
8

6,
03
1

41
,8
10

21
,9
23

65
,0
21

48
,5
20

48
,1
52

16
,2
56

13
,7
25

出　　支

人
件
費
支
出

20
2,6
60

1,3
12

31
,84
0

16
,95
0

49
,48
0

39
,51
0

37
,23
5

14
,01
8

12
,31
5

事
務
費
支
出

30
,83
2

63
9

4,4
95

2,9
48

7,7
60

3,9
35

7,4
07

2,2
38

1,4
10

事
業
費
支
出

18
,86
6

4,5
75

1,6
25

6,2
81

3,8
75

2,5
10

借
入
金
利
息
支
出

13
0

13
0

0
0

0
0

経
理
区
分
間
繰
入
金
支
出

5,0
00

90
0

40
0

1,5
00

1,2
00

1,0
00

福
祉
事
業
支
出
計

25
7,
48
8

2,
08
1

41
,8
10

21
,9
23

65
,0
21

48
,5
20

48
,1
52

16
,2
56

13
,7
25

福
祉
事
業
活
動
資
金
収
支
差
額

3,
95
0

3,
95
0

0
0

0
0

0
0

0

支収等備整設施
入収
施
設
整
備
等
補
助
金
収
入

0
0

0
0

0
0

0
0

0
施
設
整
備
等
収
入
計

0
0

0
0

0
0

0
0

0

出支
固
定
資
産
取
得
支
出

0
0

0
0

0
0

0
0

0
施
設
整
備
等
支
出
計

0
0

0
0

0
0

0
0

0
施
設
整
備
等
資
金
収
支
差
額

0
0

0
0

0
0

0
0

0

支収動活務財
入収
積
立
金
預
金
取
崩
収
入

0
0

0
0

0
0

0
0

0
財
務
収
入
計

0
0

0
0

0
0

0
0

0

出支
借
入
金
元
金
償
還
金
支
出

3,9
50

3,9
50

0
0

0
0

0
0

0
財
務
支
出
計

3,
95
0

3,
95
0

0
0

0
0

0
0

0
財
務
活
動
資
金
収
支
差
額

△
 3
,9
50

△
 3
,9
50

0
0

0
0

0
0

0
当
期
資
金
収
支
差
額
合
計

0
0

0
0

0
0

0
0

0



　

出　

張
・
研　

修

　

主　

な　

事　

柄

入
所・退
所

入
所・退
所

編
集
後
記

編
集
後
記

　

暑
さ
が
厳
し
い
季
節
に
な
り
ま
し

た
が
、
こ
の
時
期
に
な
る
と
や
は
り
熱

中
症
対
策
が
重
要
に
な
り
ま
す
。
自

分
は
大
丈
夫
と
考
え
て
い
る
方
が
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
が
、
何
と
な
く
体
調

が
す
ぐ
れ
ず
、
通
院
し
た
ら
熱
中
症

と
診
断
さ
れ
た
と
い
う
話
を
よ
く
聞

き
ま
す
。
命
に
か
か
わ
る
病
気
と
い
う

認
識
と
日
頃
か
ら
意
識
を
も
っ
て
体

調
管
理
を
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
睡

眠
不
足
に
な
ら
な
い
様
に
し
て
、
水
分

補
給
や
身
体
の
ケ
ア
に
気
を
つ
け
て

暑
い
夏
を
乗
り
切
り
ま
し
ょ
う
。

　

寄　
　

贈

古紙配合率100％再生紙を使用しています
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瑞 穂 町 福 祉 作 業 所

あ か つ き 作 業 所
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さ く ら
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瑞 穂 町 障 害 者 就 労 支 援 セ ン タ ー

１　

月

　

５　

新
年
会

　

19　

防
災
設
備
点
検

　

27　

床
清
掃

２　

月

　

23　

エ
レ
ベ
ー
タ
点
検

　

27　

火
災
避
難
訓
練

３　

月

　

２　

都
自
立
基
盤
整
備
実
地
検
査

　

15　

消
防
設
備
点
検

　

22　

理
事
会
・
評
議
員
会

　

23　

地
震
避
難
訓
練

４　

月

　

17　

全
体
報
告
集
会

　

24　

地
震
避
難
訓
練

５　

月

　

11　

床
清
掃

　

19　

春
季
レ
ク
（
サ
イ
ボ
ク
）

　

21　

空
調
切
替

　

25　

理
事
会
・
評
議
員
会

　

26　

ボ
ー
リ
ン
グ
大
会
（
知
的
）

　

30　

エ
レ
ベ
ー
タ
点
検

６　

月

　

19　

全
体
報
告
集
会

　

22　

火
災
避
難
訓
練

　

27
・
28　

健
康
診
断
（
車
い
す
者
）

１　

月

　

12　

市
長
挨
拶

　

13　

業
務
連
絡
会
（
遠
藤
）

　

17　

新
会
計
移
行
研
修（
遠
藤・
益
本
）

　

19　

八
小
学
校
運
営
協
議
会

設
立
準
備
委
員
会
（
高
橋
）

　

23　

新
会
計
移
行
研
修（
高
橋・
永
井
）

　
　
　

決
算
実
務
研
修
（
益
本
）

　
　
　

就
労
ネ
ッ
ト
（
高
橋･

利
根
川
）

　

25　

決
算
実
務
研
修
（
益
本
）

　

30　

都
相
談
支
援
従
事
者
２
日
研
修

（
稲
積　

31
日
迄
）

２　

月

　

１　

東
社
協
総
会
（
高
橋
）

　

６　

災
害
防
止
講
習
会
（
高
橋
）

　

10　

業
務
連
絡
会
（
遠
藤
）

　

14　

決
算
実
務
研
修
（
益
本
）

　

18　

大
南
フ
ァ
ミ
リ
ー
ク
リ
ニ
ッ
ク

　
　
　

開
所
式
（
高
橋
）

　

20　

サ
ビ
管
責
任
者
研
修
（
藤
澤
）

　

22　

地
域
災
害
活
動
総
合
連
絡
会

（
遠
藤
）

　

23　

就
労
ネ
ッ
ト
（
高
橋･

利
根
川
）

　

24　

ゼ
ン
コ
ロ
理
事
会
（
高
橋
）

３　

月

　

１　

震
災
対
策
講
習
会

（
高
橋
・
遠
藤
・
押
川
・
戸
村
）

　

３　

八
小
学
校
運
営
協
議
会

設
立
準
備
委
員
会
（
高
橋
）

　

６　

サ
ビ
管
責
任
者
研
修

（
藤
澤
７
日
迄
）

　

９　

市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
運
営
協
議
会

（
小
室
）

　
　
　

業
務
連
絡
会
（
遠
藤
）

　

10　

東
社
協
利
用
者
支
援
研
究
会

（
小
室
）

　

19　

都
障
害
者
虐
待
防
止
・
権
利

　
　
　

擁
護
研
修

（
高
橋
・
永
井
・
熊
谷
・
遠
藤
・
大
滝
）

　

21　

都
報
酬
改
定
説
明
会
（
高
橋
）

　

26　

就
労
ネ
ッ
ト
（
高
橋･

利
根
川
）

　

30　

ゼ
ン
コ
ロ
理
事
会
・
総
会（

高
橋
）

４　

月

　

13　

東
コ
ロ
報
酬
研
修

（
大
滝
・
中
見
川
・
戸
村
）

　

18　

八
小
学
校
運
営
協
議
会（

高
橋
）

　

19　

ゼ
ン
コ
ロ
運
営
委
員
会

（
高
橋　

21
日
迄
）

　

26　

就
労
ネ
ッ
ト
（
高
橋･

利
根
川
）

５　

月

　

11　

業
務
連
絡
会
（
遠
藤
）

　

17　

八
小
学
校
運
営
協
議
会（

高
橋
）

　

25　

就
労
ネ
ッ
ト
（
高
橋･

利
根
川
）

　

31　

ゼ
ン
コ
ロ
理
事
会
・
総
会（

高
橋
）

６　

月

　

１　

ゼ
ン
コ
ロ
総
会
（
高
橋
）

　

８　

上
野
工
業
（
高
橋
・
山
本
）

　
　
　

業
務
連
絡
会
（
遠
藤
）

　

13　

ゼ
ン
コ
ロ
運
営
委
員
会

（
高
橋　

14
日
迄
）

　

15　

旅
行
下
見
（
押
川
・
藤
澤
）

　

20　

就
労
ネ
ッ
ト
（
高
橋･

利
根
川
）

　

21　

八
小
学
校
運
営
協
議
会（

高
橋
）

　

22　

雇
用
主
研
修
会
（
高
橋
）

　

27　

マ
ー
レ
フ
ィ
ル
タ
ー
シ
ス
テ
ム
ズ

（
鈴
木
・
高
橋
・
山
本
）

　

29　

精
神
授
産
連
（
遠
藤
）

　
　

訃　

報

　

印
刷
部
製
本
係
の
中
泉
き
み
子

さ
ん
が
４
月
24
日
お
亡
く
な
り
に
な

り
ま
し
た
。中
泉
さ
ん
は
勤
続
25
年

の
長
き
に
渡
り
あ
か
つ
き
コ
ロ
ニ
ー
の

発
展
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。謹
ん
で

ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

■
入
所

　

２
月　

松
村　

英
明（
就
労
移
行
部
）

　

４
月　

榎
本　

裕
太
、
鈴
木　

智
大

　
　
　
　

青
木　

志
穂
、
川
口　

哲
平

　
　
　
　
　

（
以
上
４
名
就
労
移
行
部
）

　
　
　
　

小
俣　

俊
弥（
就
労
移
行
部
）

　
　
　
　

米
倉　

正
人（
ま
ど
か
）

　

５
月　

高
橋　

一
也（
ま
ど
か
）

　
　
　
　

五
十
嵐
秀
人（
就
労
移
行
）

　

６
月　

稲
場　

和
枝（
と
ら
い
）

　

７
月　

井
出　

幸
司（
作
業
一
課
）

■
退
所

　

３
月　

片
川　

泰
信（
就
労
移
行
部
）

　
　
　
　

郡
山　

貴
好（
ま
ど
か
）

　
　
　
　

加
藤　
　

忍（
印
刷
）

　
　
　
　

村
尾
ル
リ
子（
瑞
穂
就
労
）

　

４
月　

三
戸
亜
希
子（
就
労
移
行
）

　

５
月　

加
藤　
　

誠（
瑞
穂
就
労
）

　

６
月　

田
川　

優
子（
ま
ど
か
）

　
　
　
　

青
木　
　

涼（
就
労
移
行
部
）
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・平成24年度事業計画・予算
・平成23年度事業報告・決算報告
・研修報告
・さくら近況報告・春季レク
・新人紹介
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